
                             教 職 第 ５ － ２ 号   
                             平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日   
 
 各市町村教育委員会教育長 
 各 市 町 村 立 学 校 長 
   
                       埼玉県教育局教育総務部教職員課長  
                                 （公印省略） 

 
給与関係規程について（通知） 

 
 下記の給与関係条例等について通知します。  

 

記  

 

１  条例 

 ⑴  会計年度任用職員の報酬等に関する条例  

  （埼玉県条例第６号） 

 ⑵  学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

  （埼玉県条例第１９号） 

 ⑶  会計年度任用学校職員の報酬等に関する条例 

  （埼玉県条例第２０号） 

 ⑷  学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

  （埼玉県条例第２２号） 

 ⑸  学校職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 

  （埼玉県条例第２３号） 

 

２  規則 

 会計年度任用職員の報酬等に関する規則 

 （埼玉県規則第３２号） 

 

３  教育委員会規則 

 ⑴  義務教育等教員特別手当に関する規則の一部を改正する規則 

  （埼玉県教育委員会規則第１０号） 

 ⑵  学校職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する規則 

  （埼玉県教育委員会規則第１１号） 

 ⑶  学校職員の通勤手当に関する規則等の一部を改正する規則 

  （埼玉県教育委員会規則第１２号） 

 

４  教職員課通知 

 ⑴  「学校職員の通勤手当の運用について」の一部改正について 

 ⑵  「扶養手当認定事務の取扱いについて」の一部改正について 

 ⑶  「学校職員の特殊勤務手当の運用について」の一部改正について 

 ⑷  「新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて」の一部改正について 

 ⑸  「学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支給の取扱いについ 

て」の一部改正について  

 ⑹  「兼務手当の取扱いについて」 

 

５  人事委員会通知 

「勤勉手当の成績率の運用について」の一部改正について 

 

様  



６  人事課通知 

「職員の旅費に関する条例等の運用方法について」 

 

７  その他 

 ⑴  時間外勤務手当の手当額算定の基礎となる勤務１時間あたりの給与額の算定方法 

    について 

 

          （給料月額  ＋  給料月額  × 10.0／100 ）× 12月        

   （ 52［週］×38.75※ １ ［時間］）－（年間の休日の日数 ※ ２ ×7.75※ １ ［時間］） 

 

※１  再任用短時間勤務職員・任期付短時間勤務職員については、 38.75時間→週当

たり勤務時間、 7.75時間→週当たり勤務時間÷５となります。 

  ※２  平成 31年度は、 22日 (170.5時間） となります。（平成30年度： 124時間） 

 

⑵  平成 31年度における交通用具使用者（併用者を含む。）に係る通勤手当の月額の算 

 定方法について  

    2,000円＋（認定距離［ km・端数切捨］－ 2km）×加算額 ※  

  ※  平成 31年度は、 630円 となります。（平成 30年度： 550円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             担当  給与制度担当 

                             電話  048-830-6667 

  



＜条例等の概要＞ 

改正条例等の施行期日は１⑴、１⑶及び２は「平成３２年４月１日」、 

それ以外は「平成３１年４月１日」 

※夜間学級担当手当については別添資料も参照ください。 

 

１  条例  

 ⑴  会計年度任用職員の報酬等に関する条例  

  ①報酬等 

   ・報酬は、類似する業務に従事する常勤職員の１級の給料月額を超えない範囲内で 

    規則の定めにより決定 

   ・報酬等を定める場合は、常勤職員の給与との権衡を考慮 

  ②期末手当 

   ・常勤職員の例により支給 

   ・任期が６月未満の者などは不支給 

 

 ⑵  学校職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

  ①夜間学級担当手当の新設 

   ア  支給対象者 

    本務として夜間学級に勤務する教育職員 

   イ  支給額 

   (ア )月額  ２１，０００円（上限） 

   (イ )日額  ７３０円 

  ②兼務手当の支給対象の拡大 

   ア  支給対象 

   (ア )本務として夜間学級以外の学級に勤務する教育職員が夜間学級に勤務した場合 

    (イ )本務として夜間学級に勤務する教育職員が夜間学級以外の学級に勤務した場合 

   イ  支給額 

     勤務１時間につき １，２００円 

  ③市立の義務教育学校の設置に伴う規定の整備 

 

 ⑶  会計年度任用学校職員の報酬等に関する条例  

  ①報酬等 

   ・報酬は、類似する業務に従事する常勤職員の２級の給料月額を超えない範囲内で 

    教育委員会規則の定めにより決定 

   ・報酬等を定める場合は、常勤職員の給与との権衡を考慮 

  ②期末手当 

   ・常勤職員の例により支給 

   ・任期が６月未満の者などは不支給 

 

 

 ⑷  学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例  

   正規の勤務時間以外の時間における勤務について規定するとともに、必要な事項に 

  ついては、教育委員会規則で定めることとするもの。（給与条例の条ずれ） 



 

 ⑸  学校職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例  

   市立の義務教育学校及び中等教育学校が設置されることを踏まえ、規定の整備を行 

  うもの。 

 

２  規則  

 会計年度任用職員の報酬等に関する規則 

  ①報酬額 

   ○  改正法に従った条例に基づき、常勤職員の１級の給料月額を超えない範囲で職 

    務内容に応じた給料表を設定 

   ○  常勤の例により、経験に基づき報酬額を決定 

  【例】行政事務（標準・週 29時間勤務）の報酬額 

     月額  １５４，１００円 

  ②手当 

   実績に応じて時間外勤務手当等に相当する報酬を支給 

  ③支給方法 

   常勤職員に準じて決定 

 

３  教育委員会規則 

 ⑴  義務教育等教員特別手当に関する規則の一部を改正する規則 

   定時制通信教育手当受給者の手当額は、国に準拠して４分の３で支給されている。 

  夜間中学校に勤務する教員は定時制高校に勤務する教員と職務が類似していることか 

  ら、他県の状況も踏まえ、夜間学級担当手当の受給者についても、手当額を ４分の３  

  とする。 

 

 ⑵  学校職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する規則 

  ① 夜間学級担当手当 

    ○月額について、級ごとの月額を下表のとおり定める。 

 

 

 

 

 

 

 

    ○支給方法、その他必要な事項を定める。 

  ② 教育業務連絡指導手当 

    支給対象に、義務教育学校に勤務する教育職員を加える。 

 

 ⑶  学校職員の通勤手当に関する規則等の一部を改正する規則 

   学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に伴う規定の整備によるもの。 

 

 

 

 

 

職務の級 右記以外の者 管理職手当受給者

１　級 １４，０００円

２　級 １８，０００円

特２級 １９，０００円

３　級 ２０，０００円 １６，０００円

４　級 ２１，０００円 １６，８００円



４  教職員課通知 

 ⑴  「学校職員の通勤手当の運用について」の一部改正について 

   関係様式から「平成」を削るもの。 

 ⑵  「扶養手当認定事務の取扱いについて」の一部改正について 

   関係様式から「平成」を削るもの。 

 ⑶  「学校職員の特殊勤務手当の運用について」の一部改正について  

   学校職員の特殊勤務手当に関する条例等及び当該条例の規定に基づく関係規則の 

  改正に伴い、規定の整備によるもの。 

 ⑷  「新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて」の一部改正について  

   関係様式から「平成」を削るもの。 

 ⑸  「学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支給の取扱いについ  

て」の一部改正について  

   学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に伴う規定の整備によるもの。 

 ⑹  「兼務手当の取扱いについて」  

   学校職員の特殊勤務手当に関する条例等及び当該条例の規定に基づく関係規則の 

  改正に伴い、規定の整備によるもの。 

 

５  人事委員会通知 

 「勤勉手当の成績率の運用について」の一部改正について  

  地方公務員法の規定による懲戒処分を受けた者等について、それぞれ勤勉手当の成績 

 率から減じる率を改めるもの。 

 

６  人事課通知  

 「職員の旅費に関する条例等の運用方法等について」  

  移転料の支給対象者を拡大するもの。 

 

 



夜間学級担当手当について 

 

  (1) 支給対象 

     川口市立芝西中学校において夜間学級を担当する教育職員のうち、次に掲げる職 
   にある者に支給する。 
   ア 校長（本務として当該中学校の校長の職にある者に限る） 
   イ 副校長（夜間学級に関する校務をつかさどる者に限る） 
   ウ 教頭（夜間学級に関する校務を整理する者に限る） 
   エ 主幹教諭（本務として夜間学級に関する校務の一部を整理し、又は本務として 
    夜間学級を担当する者） 
      オ 教諭（本務として夜間学級を担当する者） 
   カ 養護教諭（      〃      ） 
      キ 助教諭（       〃      ） 
      ク 養護助教諭（     〃      ） 
      ケ 講師（        〃      ） 
 
  (2) 支給額 

    ア 各級ごとの定額（月額） 
   
 
 
 
 
 
 
       ※ 管理職手当受給者は各級ごとの定額に 80/100 を乗じた額となっている。 
 
  (3) 夜間勤務の実績により支給される額 

         夜間勤務１回につき 730 円（日額） 
         正規の勤務時間が夜間（午後７時から翌日午前６時半まで）を含むものであり、 
    かつ、勤務に従事したときに支給する。 
       ※ 予め定められた正規の勤務時間によるもののほか、校長により特に勤務時間の 
     割り振りが変更された場合を含む。 
 
 
 

職務の級 右記以外の者 管理職手当受給者

１　級 １４，０００円

２　級 １８，０００円

特２級 １９，０００円

３　級 ２０，０００円 １６，０００円

４　級 ２１，０００円 １６，８００円



  (4) 支給方法 

       ア 各級ごとの定額（月額） 
           給料の支給方法に準じて支給される。（当該月に支給される。） 
      ＜支給の特例＞ 
         「給与事務の手引き」定時制通信教育手当の項（Ⅱ-8-2）参照。 
          ※ 定通手当を夜間学級担当手当に読み替える。 
       イ 夜間勤務の実績により支給される額（日額） 
           当該月の翌月に実績に応じて支給される。 
           上記アの＜支給の特例＞に該当し、各級ごとの定額が支給されない場合であっ 
     ても、夜間勤務の実績分については支給される。 
 
  (5) 支給に関する事務処理 

     定通手当が支給される場合にあっては、夜間学級担当手当実績簿を作成し、所要 
   事項を記入し、かつ、これを保管する。 
 
      ＜支給上の注意点＞ 
        ● 夜間の時間に勤務していない場合 
       正規の勤務時間が夜間を含むものであっても、夜間の時間に年休、職専免 
      等により、実際に勤務していない場合は、支給されない。 
          ● 校長が陽春分校の行事等に従事した場合 
       芝西中学校の本校に勤務する校長が、正規の勤務時間の割り振り変更を行 
      い、正規の勤務時間に夜間を含む場合には支給することができる。勤務時間 
      の割り振り変更を行わず、正規の勤務時間終了後、引き続き陽春分校の行事 
      等に従事した場合には支給されない。 
          ● 直行直帰の場合 
       用務の従事時間が夜間を含む場合に支給される。（用務の従事時間には用務 
      終了後の自宅までの旅行を含まない。） 
            例：用務終了 １９：３０ 直帰で自宅着 ２１：００ → 支給される 
                用務終了 １８：４５ 直帰で自宅着 ２１：００ → 支給されない 
          ● 修学旅行等の学校行事の場合 
              正規の勤務時間に夜間の時間帯が含まれていれば支給される。この場合、 
      勤務時間の調整を行って勤務を命じられている場合も含む。 
              最終日については、解散時刻が午後７以降の場合に限り支給される。 
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第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
に
応
じ
、

か
つ
、
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

前
五
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
は
、
一
般
職
の

常
勤
職
員
に
支
給
さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
及
び
宿
日
直
手
当
に
相
当
す
る

報
酬
を
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
す
る
。 

８ 

期
末
手
当
は
、
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
任
期
が
六
月
未
満

の
者
そ
の
他
の
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
期
末
手
当
は
支
給
し
な
い
。 

 

（
報
酬
の
基
本
額
の
特
例
） 

第
三
条 

特
殊
な
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
業
務
に
従
事
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
で

あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
に
対
す
る
報
酬
の
基
本
額
は
、
前
条
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
日
額
三
万
三
千
五
百
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
四
条 

統
一
的
な
基
準
に
基
づ
き
給
与
を
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
第
一
号
会
計

年
度
任
用
職
員
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
に
対
す
る
報
酬
の
基
本
額
そ
の
他
の
報
酬
及
び

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
前
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
準
に
基
づ
き
規
則
で
定
め

る
。 

 

（
費
用
弁
償
） 

第
五
条 

第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
が
勤
務
の
た
め
、
そ
の
者
の
住
居
と
勤
務
公
署
と
の
間
を

往
復
す
る
と
き
及
び
職
務
の
た
め
旅
行
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
弁
償
す
る
。 

２ 

費
用
弁
償
の
額
は
、
一
般
職
の
常
勤
職
員
に
支
給
さ
れ
る
通
勤
手
当
及
び
旅
費
の
額
と
の
権

衡
を
考
慮
し
て
定
め
る
。 

 

（
給
料
等
） 

第
六
条 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
（
第
三
項
に
お
い
て

「
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、
給
料
、
初
任
給
調
整
手
当
、
地

域
手
当
、
通
勤
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当
及
び
期
末
手
当
を

支
給
す
る
。 

２ 

給
料
の
額
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
、
別
表
に
掲
げ
る
職
種
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
に
定
め
る

月
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
決
定
す
る
。 

３ 

第
二
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
準

用
す
る
。 

４ 

初
任
給
調
整
手
当
、
地
域
手
当
、
通
勤
手
当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務
手
当
、
宿
日

直
手
当
及
び
期
末
手
当
は
、
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
任
期
が

六
月
未
満
の
者
そ
の
他
の
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
期
末
手
当
は
支
給
し
な
い
。 



 

（
報
酬
等
の
減
額
） 

第
七
条 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
給
料
及
び
手
当
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
常
勤

職
員
の
給
与
の
減
額
の
例
に
準
じ
て
、
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
支
給
） 

第
八
条 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
、
給
料
及
び
手
当
（
第
二
条
第
一
項
及
び
第

六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
当
に
限
る
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
前
六
条
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
例
に
よ
る
。 

 

（
委
任
） 

第
九
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
て
い
た
非
常
勤
職
員

（
月
額
の
報
酬
を
受
け
て
い
た
非
常
勤
職
員
に
限
る
。
）
で
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
こ

の
条
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
受
け
る
報
酬
の
月
額
が
特

定
期
間
に
お
い
て
受
け
て
い
た
報
酬
の
月
額
（
特
定
期
間
に
お
い
て
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
業
務
に
係
る
期
間
の
満
了
す
る
日
の
う
ち
、
施
行
日
に

最
も
近
い
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
（
当
該
月
額
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該

月
額
の
う
ち
最
も
高
い
月
額
）
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
平
成
三
十
二

年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
そ
の
者
の
受
け
る
報
酬
の
月
額
か
ら
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
て

い
た
報
酬
の
月
額
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
額
を
報
酬
と
し
て
支
給
す
る
。 

２ 

特
定
期
間
に
お
い
て
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
て

い
た
非
常
勤
職
員
で
、
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
こ
の
条
例
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
る
報
酬
を
支
給
さ
れ
る
者
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
報
酬
を
支
給
す
る
。 

 

（
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 



 

４ 

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
二

条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
権
者
が
定
め
る
任
期
の
範
囲
内
」
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

職
員
の
懲
戒
の
手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
中
「
月
額
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ

っ
て
は
、
報
酬
の
額
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉

県
条
例
第
六
号
）
第
二
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
第
三
条
若
し
く
は
第
四
条
又
は
会
計
年

度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
三

条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
若
し
く
は
第
四
条
の
報
酬
の
基
本
額
に
限
る
。
）
）
」
を
加
え
る
。 

 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
二
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
） 

 

第
二
十
条 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
は
、
他
の
職
員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
、
別
に
条
例
で
定
め
る
。 

 

（
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
委
員
会
」
の
下
に
「
の
非
常
勤
」
を
加
え
、
「
そ
の
他
の
委
員
」
を
削
る
。 

 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

 

た
だ
し
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県

条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を

「
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
」
に
改
め
る
。 



 
 

第
十
七
条
第
一
項
中
「
以
上
で
退
職
し
た
職
員
」
の
下
に
「
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第

三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

２ 
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
退
職
手
当
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
勤

務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
（
特
に
勤
務
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
日
を
含
む
。
）
が
十
八

日
以
上
あ
る
月
が
引
き
続
い
て
六
箇
月
を
超
え
る
に
至
つ
た
者
で
、
そ
の
超
え
る
に
至
つ
た

月
以
後
引
き
続
き
当
該
勤
務
時
間
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
支

給
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
等
） 

 

第
二
十
条 

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
六
条
の
三
、
第
八
条
か
ら
第
九
条
の
三
ま
で
、
第

十
二
条
の
二
、
第
十
三
条
、
第
十
六
条
及
び
第
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
は
適
用
し
な
い
。 

 

２ 

第
十
五
条
の
規
定
は
、
任
期
が
六
箇
月
未
満
の
者
そ
の
他
の
者
で
管
理
者
が
定
め
る
も
の

に
は
適
用
し
な
い
。 

 

（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
） 

第
九
条 

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
六
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、
「
条
件
附
採

用
」
を
「
条
件
付
採
用
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
条 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
七
条
第
二
項
中
「
し
て
い
る
職
員
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
」

を
加
え
る
。 

 
 

第
八
条
中
「
し
た
職
員
」
の
下
に
「
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

第
二
十
六
条
の
表
第
二
十
条
第
一
項
の
項
を
削
る
。 

 
 

第
三
十
条
第
二
号
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を
削
る
。 

 

（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
一
条 

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第



七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
、
「
条
件
附
採

用
」
を
「
条
件
付
採
用
」
に
改
め
る
。 

 

（
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
二
条 
埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三

年
埼
玉
県
条
例
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を

「
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
単

に
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
以
上
で
退
職
し
た
職
員
」
の
下
に
「
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除

く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項

を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
退
職
手
当
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
勤

務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
（
特
に
勤
務
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
日
を
含
む
。
）
が
十
八

日
以
上
あ
る
月
が
引
き
続
い
て
六
箇
月
を
超
え
る
に
至
っ
た
者
で
、
そ
の
超
え
る
に
至
っ
た

月
以
後
引
き
続
き
当
該
勤
務
時
間
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
支

給
す
る
。 

 
 

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
等
） 

 

第
二
十
五
条 

第
五
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
、
第
十
七

条
及
び
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
条
の
三
ま
で
の
規
定
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し

な
い
。 

 

２ 

第
十
九
条
の
規
定
は
、
任
期
が
六
箇
月
未
満
の
者
そ
の
他
の
者
で
管
理
者
が
定
め
る
も
の

に
は
適
用
し
な
い
。 

 

（
埼
玉
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
三
条 

埼
玉
県
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
中
「
地
方
公
務
員
法
」
の
下
に
「
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

及
び
同
法
」
を
加
え
る
。 

 

（
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
四
条 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平

成
二
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 



 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
」
を

「
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
九
条
第
一
項
中
「
以
上
で
退
職
し
た
職
員
」
の
下
に
「
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第

三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
退
職
手
当
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
勤

務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
（
特
に
勤
務
し
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
日
を
含
む
。
）
が
十
八

日
以
上
あ
る
月
が
引
き
続
い
て
六
箇
月
を
超
え
る
に
至
っ
た
者
で
、
そ
の
超
え
る
に
至
っ
た

月
以
後
引
き
続
き
当
該
勤
務
時
間
に
よ
り
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
支

給
す
る
。 

 
 

第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

（
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
等
） 

 

第
二
十
三
条 

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
四
条
、
第

十
七
条
及
び
第
十
八
条
の
規
定
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

 

２ 

第
十
六
条
の
規
定
は
、
任
期
が
六
箇
月
未
満
の
者
そ
の
他
の
者
で
管
理
者
が
定
め
る
も
の

に
は
適
用
し
な
い
。 

別
表
（
第
二
条
、
第
六
条
関
係
） 

             

前
記
以
外
の
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 保

健
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
規
則
で
定
め

る
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 薬

剤
師
、
獣
医
師
、
栄
養
士
そ
の
他
の
規

則
で
定
め
る
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 医

師
及
び
歯
科
医
師 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

職 
 

 

種 

給
与
条
例
別
表
第
一
行
政
職
給
料
表
に
定

め
る
一
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料

月
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 給

与
条
例
別
表
第
四
医
療
職
給
料
表
ハ
医

療
職
給
料
表
㈢
に
定
め
る
一
級
に
お
け
る

最
高
の
号
給
の
給
料
月
額 

 
 

 
 

 

 
 給

与
条
例
別
表
第
四
医
療
職
給
料
表
ロ
医

療
職
給
料
表
㈡
に
定
め
る
一
級
に
お
け
る

最
高
の
号
給
の
給
料
月
額 

 
 

 
 

 

 
 給
与
条
例
別
表
第
四
医
療
職
給
料
表
イ
医

療
職
給
料
表
㈠
に
定
め
る
一
級
に
お
け
る

最
高
の
号
給
の
給
料
月
額 

 
 

 
 

 

 
 

 

月 
 

 

額 

 



 

〇 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 等 に 関 す る 条 例 新 旧 対 照 表  
（ 附 則 第 三 条 関 係 ）                                                  （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 三 条 （ 略 ） 

 

（ 休 職 の 効 果 ） 

職 員 の 分 限 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 三 条 （ 略 ） 

 

（ 休 職 の 効 果 ） 

第 四 条 （ 略 ） 第 四 条 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） ２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 に 対 す る 第 一 項

の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 三 年 を 超 え な い 範 囲 内 」 と あ る の は 「 法

第 二 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ り 任 命 権 者 が 定 め る 任 期 の 範 囲 内 」 と す

る 。 

（ 新 設 ） 

 

第 五 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 

 

 

第 五 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 

 

 



 

（ 附 則 第 四 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
職 員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 三 条 （ 略 ） 

 

（ 減 給 の 効 果 ） 

職 員 の 懲 戒 の 手 続 及 び 効 果 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 三 条 （ 略 ） 

 

（ 減 給 の 効 果 ） 

第 四 条 減 給 は 、 六 月 以 下 の 期 間 、 給 料 の 月 額 （ 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第

一 号 に 掲 げ る 職 員 に あ っ て は 、 報 酬 の 額 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 報 酬 等 に 関

す る 条 例 （ 平 成 三 十 一 年 埼 玉 県 条 例 第   号 ） 第 二 条 第 四 項 若 し く は 第

五 項 、 第 三 条 若 し く は 第 四 条 又 は 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 報 酬 等 に 関 す る

条 例 （ 平 成 三 十 一 年 埼 玉 県 条 例 第   号 ） 第 三 条 第 四 項 若 し く は 第 五 項

若 し く は 第 四 条 の 報 酬 の 基 本 額 に 限 る 。 ） ） の 十 分 の 一 以 下 に 相 当 す る 額

を 、 給 与 か ら 減 ず る も の と す る 。 

 

第 五 条 ・ 第 六 条 （ 略 ） 

 

第 四 条 減 給 は 、 六 月 以 下 の 期 間 、 給 料 の 月 額 の 十 分 の 一 以 下 に 相 当 す る 額

を 、 給 与 か ら 減 ず る も の と す る 。 

 

 

 

 

 

第 五 条 ・ 第 六 条 （ 略 ） 

 

  

 



 

（ 附 則 第 五 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

（ 給 料 表 及 び 級 別 基 準 職 務 表 ） 

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

（ 給 料 表 及 び 級 別 基 準 職 務 表 ） 

第 三 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 給 料 表 （ 以 下 「 給 料 表 」 と い う 。 ） は 、 第 二 十 条 及 び 附 則 第 五 項

に 規 定 す る 職 員 以 外 の す べ て の 職 員 に 適 用 す る も の と す る 。 

３ （ 略 ） 

 

第 四 条 ～ 第 十 九 条 の 七 （ 略 ） 

 

 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与 ） 

第 二 十 条 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職

員 の 給 与 に つ い て は 、 他 の 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 別 に 条 例 で 定 め

る 。 

 

第 三 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 給 料 表 （ 以 下 「 給 料 表 」 と い う 。 ） は 、 第 二 十 条 第 一 項 及 び 附 則

第 五 項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の す べ て の 職 員 に 適 用 す る も の と す る 。 

３ （ 略 ） 

 

第 四 条 ～ 第 十 九 条 の 七 （ 略 ） 

 

 （ 臨 時 又 は 非 常 勤 の 職 員 の 給 与 ） 

第 二 十 条 臨 時 又 は 非 常 勤 の 職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 を 除 く 。 次 項 に お

い て 同 じ 。 ） の 給 与 に つ い て は 、 任 命 権 者 は 、 他 の 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を

考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 日 額 又 は 月 額 を も つ て 手 当 を 支 給 す る こ と

が で き る 。 

 

 

 

第 二 十 一 条 ～ 第 二 十 三 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 職 員 に は 、 他 の 条 例 に 別 段 の 定 め が な い 限 り 同 項 に 定 め る 手 当 を

除 く 外 、 他 の 如 何 な る 給 与 を も 支 給 し て は な ら な い 。 

 

第 二 十 一 条 ～ 第 二 十 三 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 六 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 

 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 一 項

の 職 員 で 特 別 職 の も の （ 委 員 会 の 非 常 勤 の 委 員 、 非 常 勤 の 監 査 委 員 、 自 治

紛 争 処 理 委 員 、 審 査 会 、 審 議 会 及 び 調 査 会 等 の 委 員 そ の 他 の 構 成 員 、 投 票

管 理 者 、 開 票 管 理 者 、 選 挙 長 、 投 票 立 会 人 、 開 票 立 会 人 及 び 選 挙 立 会 人 並

び に 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 二

十 三 号 ） 第 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 精 神 保 健 指 定 医 を 除 く 。 以 下 「 非 常 勤

職 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に つ い て は 、 こ の 条 例 の 定 め

る と こ ろ に よ る 。 

 

第 二 条 ～ 第 四 条 （ 略 ） 

 非 常 勤 職 員 の 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 三 条 の 二 第 一 項

の 職 員 で 特 別 職 の も の （ 委 員 会 の 委 員 、 非 常 勤 の 監 査 委 員 そ の 他 の 委 員 、

自 治 紛 争 処 理 委 員 、 審 査 会 、 審 議 会 及 び 調 査 会 等 の 委 員 そ の 他 の 構 成 員 、

投 票 管 理 者 、 開 票 管 理 者 、 選 挙 長 、 投 票 立 会 人 、 開 票 立 会 人 及 び 選 挙 立 会

人 並 び に 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第

百 二 十 三 号 ） 第 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 精 神 保 健 指 定 医 を 除 く 。 以 下 「 非

常 勤 職 員 」 と い う 。 ） に 対 す る 報 酬 及 び 費 用 弁 償 に つ い て は 、 こ の 条 例 の

定 め る と こ ろ に よ る 。 

 

第 二 条 ～ 第 四 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 七 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 退 職 手 当 の 支 給 範 囲 ） 

職 員 の 退 職 手 当 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 退 職 手 当 の 支 給 範 囲 ） 

第 二 条 （ 略 ） 第 二 条 （ 略 ） 

２ 職 員 以 外 の 者 の う ち 、 次 の 各 号 に 掲 げ る も の は 、 職 員 と み な し て 、 こ の

条 例 （ 第 四 条 中 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 の 期 間 勤 続 し た 者 の 通 勤 に よ る 負

傷 又 は 病 気 （ 以 下 「 傷 病 」 と い う 。 ） に よ る 退 職 及 び 死 亡 に よ る 退 職 に 係

る 部 分 以 外 の 部 分 並 び に 第 五 条 中 公 務 上 の 傷 病 又 は 死 亡 に よ る 退 職 に 係

る 部 分 並 び に 二 十 五 年 以 上 勤 続 し た 者 の 通 勤 に よ る 傷 病 に よ る 退 職 及 び

死 亡 に よ る 退 職 に 係 る 部 分 以 外 の 部 分 を 除 く 。 ） の 規 定 を 適 用 す る 。 た だ

し 、 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 職 員 に つ い て は 、

こ の 限 り で な い 。 

２ 職 員 以 外 の 者 の う ち 、 次 の 各 号 に 掲 げ る も の は 、 職 員 と み な し て 、 こ の

条 例 （ 第 四 条 中 十 一 年 以 上 二 十 五 年 未 満 の 期 間 勤 続 し た 者 の 通 勤 に よ る 負

傷 又 は 病 気 （ 以 下 「 傷 病 」 と い う 。 ） に よ る 退 職 及 び 死 亡 に よ る 退 職 に 係

る 部 分 以 外 の 部 分 並 び に 第 五 条 中 公 務 上 の 傷 病 又 は 死 亡 に よ る 退 職 に 係

る 部 分 並 び に 二 十 五 年 以 上 勤 続 し た 者 の 通 勤 に よ る 傷 病 に よ る 退 職 及 び

死 亡 に よ る 退 職 に 係 る 部 分 以 外 の 部 分 を 除 く 。 ） の 規 定 を 適 用 す る 。 

一 ・ 二 （ 略 ） 

 

第 二 条 の 二 ～ 第 二 十 四 条 （ 略 ） 

 

一 ・ 二 （ 略 ） 

 

第 二 条 の 二 ～ 第 二 十 四 条 （ 略 ） 

 

 



 

（ 附 則 第 八 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
埼 玉 県 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 給 与 の 種 類 ） 

埼 玉 県 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 給 与 の 種 類 ） 

第 二 条 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る も の 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法

律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員

（ 第 十 七 条 第 一 項 及 び 第 二 十 条 第 一 項 に お い て 単 に 「 会 計 年 度 任 用 職 員 」

と い う 。 ） 及 び 同 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占

め る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 給 料 及 び 手 当 と す る 。 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 十 六 条 の 二 （ 略 ） 

 

 （ 退 職 手 当 ） 

第 十 七 条 退 職 手 当 は 、 勤 続 期 間 六 箇 月 以 上 で 退 職 し た 職 員 （ 会 計 年 度 任 用

職 員 を 除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 勤 続 期 間 六 箇 月 未 満 で 退 職

し た 職 員 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の に 対 し て 支 給 す る 。 

 一 ～ 四 （ 略 ） 

 

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 退 職 手 当 は 、 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第

一 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 の う ち 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 員 に つ い て 定 め ら れ

て い る 勤 務 時 間 以 上 勤 務 し た 日 （ 特 に 勤 務 し な い こ と が 認 め ら れ た 日 を 含

む 。 ） が 十 八 日 以 上 あ る 月 が 引 き 続 い て 六 箇 月 を 超 え る に 至 つ た 者 で 、 そ

の 超 え る に 至 つ た 月 以 後 引 き 続 き 当 該 勤 務 時 間 に よ り 勤 務 す る こ と と さ

れ て い る も の に 対 し て 支 給 す る 。 

 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

第 十 八 条 ～ 第 十 九 条 の 四 （ 略 ） 

 

第 二 条 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る も の 及 び 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年

法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を

占 め る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 給 料 及 び 手 当 と す

る 。 

 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 十 六 条 の 二 （ 略 ） 

 

 （ 退 職 手 当 ） 

第 十 七 条 退 職 手 当 は 、 勤 続 期 間 六 箇 月 以 上 で 退 職 し た 職 員 又 は 勤 続 期 間 六

箇 月 未 満 で 退 職 し た 職 員 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の に 対 し て

支 給 す る 。 

 一 ～ 四 （ 略 ） 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 ２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 十 八 条 ～ 第 十 九 条 の 四 （ 略 ） 

 



 

新 旧 

 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 等 ） 
第 二 十 条 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で 、 第 六 条 の 三 、 第 八 条 か ら 第 九 条 の 三 ま で 、

第 十 二 条 の 二 、 第 十 三 条 、 第 十 六 条 及 び 第 十 六 条 の 二 の 規 定 は 、 会 計 年 度

任 用 職 員 に は 適 用 し な い 。 

 （ 臨 時 又 は 非 常 勤 職 員 の 給 与 ） 

第 二 十 条 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と の 権 衡 を 考

慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 日 額 又 は 月 額 を も つ て 給 与 を 支 給 す る 。 

２ 第 十 五 条 の 規 定 は 、 任 期 が 六 箇 月 未 満 の 者 そ の 他 の 者 で 管 理 者 が 定 め る

も の に は 適 用 し な い 。 

 

第 二 十 一 条 ・ 第 二 十 二 条 （ 略 ） 

 

 

 

第 二 十 一 条 ・ 第 二 十 二 条 （ 略 ） 

  

  

 



 

（ 附 則 第 九 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 職 員 の 派 遣 ） 

外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 職 員 の 派 遣 ） 

第 二 条 （ 略 ） 第 二 条  （ 略 ） 

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す

る 。 

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す

る 。 

一 ・ 二 （ 略 ） 一 ・ 二 （ 略 ） 

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 件 付 採 用 に な つ て い る 職 員 （ 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 件 附 採 用 に な つ て い る

職 員 （ 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 

四 ・ 五 （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 九 条 （ 略 ） 

四 ・ 五 （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 九 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 十 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 六 条 （ 略 ） 

 

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 給 ） 

職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 六 条 （ 略 ） 

 

（ 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の 期 末 手 当 等 の 支 給 ） 

第 七 条 （ 略 ） 

 

第 七 条 （ 略 ） 

２ 職 員 の 給 与 条 例 第 十 九 条 の 四 第 一 項 又 は 学 校 職 員 の 給 与 条 例 第 十 二 条

の 五 第 一 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を し て い る 職 員 （ 地 方

公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規

定 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） の う ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間

に お い て 勤 務 し た 期 間 （ 委 員 会 規 則 で 定 め る こ れ に 相 当 す る 期 間 を 含 む 。 ）

が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 る 勤 勉 手 当 を 支 給 す る 。 

 

２ 職 員 の 給 与 条 例 第 十 九 条 の 四 第 一 項 又 は 学 校 職 員 の 給 与 条 例 第 十 二 条

の 五 第 一 項 に 規 定 す る そ れ ぞ れ の 基 準 日 に 育 児 休 業 を し て い る 職 員 の う

ち 、 基 準 日 以 前 六 箇 月 以 内 の 期 間 に お い て 勤 務 し た 期 間 （ 委 員 会 規 則 で 定

め る こ れ に 相 当 す る 期 間 を 含 む 。 ） が あ る 職 員 に は 、 当 該 基 準 日 に 係 る 勤

勉 手 当 を 支 給 す る 。 

（ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る 号 給 の 調 整 ） （ 育 児 休 業 を し た 職 員 の 職 務 復 帰 後 に お け る 号 給 の 調 整 ） 

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す

る 会 計 年 度 任 用 職 員 を 除 く 。 ） が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い て 、 部 内 の 他

の 職 員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る と き は 、 そ の 育 児 休 業 の 期 間 を

百 分 の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を 引 き 続 き 勤 務 し た も の

と み な し て 、 そ の 職 務 に 復 帰 し た 日 及 び そ の 日 後 に お け る 最 初 の 職 員 の 昇

給 を 行 う 日 と し て 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 又 は そ の い ず れ か の 日 に 、 昇 給 の

場 合 に 準 じ て そ の 者 の 号 給 を 調 整 す る こ と が で き る 。 

 

第 九 条 ～ 第 二 十 五 条 （ 略 ） 

 

 （ 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 職 員 の 給 与 条 例 の 特 例 ） 

第 二 十 六 条 （ 略 ） 

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ） 

 （ 削 る ）  （ 削 る ）  （ 削 る ） 

 

第 八 条 育 児 休 業 を し た 職 員 が 職 務 に 復 帰 し た 場 合 に お い て 、 部 内 の 他 の 職

員 と の 均 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る と き は 、 そ の 育 児 休 業 の 期 間 を 百 分

の 百 以 下 の 換 算 率 に よ り 換 算 し て 得 た 期 間 を 引 き 続 き 勤 務 し た も の と み

な し て 、 そ の 職 務 に 復 帰 し た 日 及 び そ の 日 後 に お け る 最 初 の 職 員 の 昇 給 を

行 う 日 と し て 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 又 は そ の い ず れ か の 日 に 、 昇 給 の 場 合

に 準 じ て そ の 者 の 号 給 を 調 整 す る こ と が で き る 。 

 

 

第 九 条 ～ 第 二 十 五 条 （ 略 ） 

 

 （ 短 時 間 勤 務 職 員 に つ い て の 職 員 の 給 与 条 例 の 特 例 ） 
第 二 十 六 条 （ 略 ） 

 （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ） 

 第 二 十 条 第 一 項  再 任 用 短 

 時 間 勤 務 

 職 員 

 短 時 間 勤 務 職 員 

 



 

新 旧 
第 二 十 七 条 ～ 第 二 十 九 条 （ 略 ） 

 

 

 （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） 

第 三 十 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職

員 と す る 。 

 一 （ 略 ） 

 二 部 分 休 業 （ 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） の 承 認 の 請 求 の 時 に お い て 、 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常

勤 職 員 以 外 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定

す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も の （ 次 条 第 三 項 に お い て 「 再 任 用 短 時

間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） 

  イ 第 二 条 第 三 号 イ 及 び ハ に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 

  ロ 一 日 の 勤 務 時 間 を 考 慮 し て 委 員 会 規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員 

 

第 三 十 一 条 ～ 第 三 十 三 条 （ 略 ） 

 

 

第 二 十 七 条 ～ 第 二 十 九 条 （ 略 ） 

 

 

 （ 部 分 休 業 を す る こ と が で き な い 職 員 ） 

第 三 十 条 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 の 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職

員 と す る 。 

 一 （ 略 ） 

 二 部 分 休 業 （ 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 を い う 。 以

下 同 じ 。 ） の 承 認 の 請 求 の 時 に お い て 、 次 の い ず れ に も 該 当 す る 非 常

勤 職 員 以 外 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六

十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る も

の （ 次 条 第 三 項 に お い て 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） 

  イ 第 二 条 第 三 号 イ 及 び ハ に 該 当 す る 非 常 勤 職 員 

  ロ 一 日 の 勤 務 時 間 を 考 慮 し て 委 員 会 規 則 で 定 め る 非 常 勤 職 員 

 

第 三 十 一 条 ～ 第 三 十 三 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 十 一 条 関 係 ）                                                  （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 職 員 の 派 遣 ） 

公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 職 員 の 派 遣 ） 

第 二 条 （ 略 ） 第 二 条 （ 略 ） 

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す

る 。 

２ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 職 員 は 、 次 に 掲 げ る 職 員 と す

る 。 

一 ・ 二 （ 略 ）  一 ・ 二 （ 略 ）  

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 に 規 定 す る 条 件 付 採 用 に な っ て い る 職 員 （ 委

員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 

三 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 条 件 附 採 用 に な っ て い る

職 員 （ 委 員 会 規 則 で 定 め る 職 員 を 除 く 。 ） 

四 ・ 五 （ 略 ） 四 ・ 五 （ 略 ） 

３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 二 十 一 条 （ 略 ） 

 

３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 二 十 一 条 （ 略 ） 

 

 



 

（ 附 則 第 十 二 条 関 係 ）                                                  （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
埼 玉 県 病 院 事 業 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 給 与 の 種 類 ） 

埼 玉 県 病 院 事 業 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 給 与 の 種 類 ） 

第 二 条 病 院 事 業 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る も の 、 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二

十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会 計 年 度 任

用 職 員 （ 第 二 十 一 条 第 一 項 及 び 第 二 十 五 条 第 一 項 に お い て 単 に 「 会 計 年 度

任 用 職 員 」 と い う 。 ） 及 び 同 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤

務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 給 料 及 び

手 当 と す る 。 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 二 十 条 の 三 （ 略 ） 

 

 （ 退 職 手 当 ） 

 第 二 十 一 条 退 職 手 当 は 、 勤 続 期 間 六 箇 月 以 上 で 退 職 し た 職 員 （ 会 計 年 度

任 用 職 員 を 除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 勤 続 期 間 六 箇 月 未 満 で

退 職 し た 職 員 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の に 対 し て 支 給 す る 。 

 一 ～ 四 （ 略 ） 

 

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 退 職 手 当 は 、 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第

一 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 の う ち 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 員 に つ い て 定 め ら れ

て い る 勤 務 時 間 以 上 勤 務 し た 日 （ 特 に 勤 務 し な い こ と が 認 め ら れ た 日 を 含

む 。 ） が 十 八 日 以 上 あ る 月 が 引 き 続 い て 六 箇 月 を 超 え る に 至 っ た 者 で 、 そ

の 超 え る に 至 っ た 月 以 後 引 き 続 き 当 該 勤 務 時 間 に よ り 勤 務 す る こ と と さ

れ て い る も の に 対 し て 支 給 す る 。 

 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

第 二 十 二 条 ～ 第 二 十 四 条 の 三 （ 略 ） 

第 二 条 病 院 事 業 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る も の 及 び 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和

二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤

務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 給 料 及 び

手 当 と す る 。 

 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 二 十 条 の 三 （ 略 ） 

 

 （ 退 職 手 当 ） 

 第 二 十 一 条 退 職 手 当 は 、 勤 続 期 間 六 箇 月 以 上 で 退 職 し た 職 員 又 は 勤 続 期

間 六 箇 月 未 満 で 退 職 し た 職 員 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の に 対

し て 支 給 す る 。 

 一 ～ 四 （ 略 ） 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 ２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 二 十 二 条 ～ 第 二 十 四 条 の 三 （ 略 ） 

 



 

新 旧 

 

 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 等 ） 

第 二 十 五 条 第 五 条 、 第 七 条 、 第 九 条 、 第 十 一 条 、 第 十 二 条 、 第 十 六 条 、 第

十 七 条 及 び 第 二 十 条 か ら 第 二 十 条 の 三 ま で の 規 定 は 、 会 計 年 度 任 用 職 員 に

は 適 用 し な い 。 

 

 （ 臨 時 又 は 非 常 勤 職 員 の 給 与 ） 

第 二 十 五 条 病 院 事 業 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の に つ い て は 、 職 員 の 給 与 と

の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 日 額 又 は 月 額 を も つ て 給 与 を 支 給

す る 。 

２ 第 十 九 条 の 規 定 は 、 任 期 が 六 箇 月 未 満 の 者 そ の 他 の 者 で 管 理 者 が 定 め る

も の に は 適 用 し な い 。 

 

 

第 二 十 六 条 ・ 第 二 十 七 条 （ 略 ） 

 

第 二 十 六 条 ・ 第 二 十 七 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 十 三 条 関 係 ）                                                  （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
埼 玉 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

（ 任 命 権 者 の 報 告 事 項 ） 

埼 玉 県 人 事 行 政 の 運 営 等 の 状 況 の 公 表 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

（ 任 命 権 者 の 報 告 事 項 ） 

第 三 条 前 条 の 規 定 に よ り 人 事 行 政 の 運 営 の 状 況 に 関 し 、 任 命 権 者 が 報 告 し

な け れ ば な ら な い 事 項 は 、 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員

（ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 及 び 同 法 第 二

十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 を 除 く 。 ） を 除

く 。 以 下 同 じ 。 ） に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 

第 三 条 前 条 の 規 定 に よ り 人 事 行 政 の 運 営 の 状 況 に 関 し 、 任 命 権 者 が 報 告 し

な け れ ば な ら な い 事 項 は 、 職 員 （ 臨 時 的 に 任 用 さ れ た 職 員 及 び 非 常 勤 職 員

（ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め

る 職 員 を 除 く 。 ） を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） に 係 る 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。 

一 ～ 十 一 （ 略 ） 

 

第 四 条 ～ 第 八 条 （ 略 ） 

一 ～ 十 一 （ 略 ） 

 

第 四 条 ～ 第 八 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 十 四 条 関 係 ）                                                  （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
埼 玉 県 流 域 下 水 道 事 業 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 給 与 の 種 類 ） 

埼 玉 県 流 域 下 水 道 事 業 企 業 職 員 の 給 与 の 種 類 及 び 基 準 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 給 与 の 種 類 ） 

第 二 条 流 域 下 水 道 事 業 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る も の 、 地 方 公 務 員 法

（ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 二 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 会

計 年 度 任 用 職 員 （ 第 十 九 条 第 一 項 及 び 第 二 十 三 条 第 一 項 に お い て 単 に 「 会

計 年 度 任 用 職 員 」 と い う 。 ） 及 び 同 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短

時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、 給

料 及 び 手 当 と す る 。 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 十 八 条 （ 略 ） 

 

 （ 退 職 手 当 ） 

 第 十 九 条 退 職 手 当 は 、 勤 続 期 間 六 箇 月 以 上 で 退 職 し た 職 員 （ 会 計 年 度 任

用 職 員 を 除 く 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 又 は 勤 続 期 間 六 箇 月 未 満 で 退

職 し た 職 員 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の に 対 し て 支 給 す る 。 

 一 ～ 四 （ 略 ） 

 

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 退 職 手 当 は 、 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第

一 項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 の う ち 、 常 時 勤 務 を 要 す る 職 員 に つ い て 定 め ら れ

て い る 勤 務 時 間 以 上 勤 務 し た 日 （ 特 に 勤 務 し な い こ と が 認 め ら れ た 日 を 含

む 。 ） が 十 八 日 以 上 あ る 月 が 引 き 続 い て 六 箇 月 を 超 え る に 至 っ た 者 で 、 そ

の 超 え る に 至 っ た 月 以 後 引 き 続 き 当 該 勤 務 時 間 に よ り 勤 務 す る こ と と さ

れ て い る も の に 対 し て 支 給 す る 。 

 

３ ・ ４ （ 略 ） 

 

第 二 十 条 ～ 第 二 十 二 条 の 三 （ 略 ） 

第 二 条 流 域 下 水 道 事 業 企 業 職 員 で 常 時 勤 務 を 要 す る も の 及 び 地 方 公 務 員

法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る

短 時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 職 員 」 と い う 。 ） の 給 与 の 種 類 は 、

給 料 及 び 手 当 と す る 。 

 

 

２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 十 八 条 （ 略 ） 

 

 （ 退 職 手 当 ） 

 第 十 九 条 退 職 手 当 は 、 勤 続 期 間 六 箇 月 以 上 で 退 職 し た 職 員 又 は 勤 続 期 間

六 箇 月 未 満 で 退 職 し た 職 員 で 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る も の に 対 し

て 支 給 す る 。 

 一 ～ 四 （ 略 ） 

 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 ２ ・ ３ （ 略 ） 

 

第 二 十 条 ～ 第 二 十 二 条 の 三 （ 略 ） 

 



 

新 旧 

 

 （ 会 計 年 度 任 用 職 員 に つ い て の 適 用 除 外 等 ） 

第 二 十 三 条 第 四 条 か ら 第 六 条 ま で 、 第 八 条 、 第 十 条 、 第 十 一 条 、 第 十 四 条 、

第 十 七 条 及 び 第 十 八 条 の 規 定 は 、 会 計 年 度 任 用 職 員 に は 適 用 し な い 。 

 

 （ 臨 時 又 は 非 常 勤 職 員 の 給 与 ） 

第 二 十 三 条 流 域 下 水 道 事 業 企 業 職 員 で 職 員 以 外 の も の に つ い て は 、 職 員 の

給 与 と の 権 衡 を 考 慮 し 、 予 算 の 範 囲 内 に お い て 日 額 又 は 月 額 を も つ て 給 与

を 支 給 す る 。 

２ 第 十 六 条 の 規 定 は 、 任 期 が 六 箇 月 未 満 の 者 そ の 他 の 者 で 管 理 者 が 定 め る

も の に は 適 用 し な い 。 

 

 

第 二 十 四 条 ・ 第 二 十 五 条 （ 略 ） 第 二 十 四 条 ・ 第 二 十 五 条 （ 略 ） 

  

 



条

例 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
十
九
号 

 
 

 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

六 

夜
間
学
級
担
当
手
当 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
中
学
校
」
を
「
、
中
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
」
に
改
め

る
。 

 

第
四
条
第
一
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 

四 

市
町
村
立
の
中
学
校
又
は
義
務
教
育
学
校
（
後
期
課
程
に
限
る
。
）
（
以
下
こ
の
号
、
次

号
及
び
第
七
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
市
町
村
立
の
中
学
校
等
」
と
い
う
。
）
の
夜
間
そ

の
他
特
別
な
時
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
学
級
（
以
下
こ
の
号
、
次
号
及
び
第
七
条
の
二
第

一
項
に
お
い
て
「
夜
間
学
級
」
と
い
う
。
）
の
勤
務
を
本
務
と
す
る
職
員
以
外
の
職
員
（
給

与
条
例
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
に
限
る
。
） 

市
町
村
立
の
中
学
校
等
の
夜

間
学
級
の
勤
務 

 

五 

市
町
村
立
の
中
学
校
等
の
夜
間
学
級
の
勤
務
を
本
務
と
す
る
職
員
（
給
与
条
例
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
に
限
る
。
） 

市
町
村
立
の
中
学
校
等
の
夜
間
学
級
以
外
の
学

級
の
勤
務 

 

第
四
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

前
項
第
四
号
及
び
第
五
号
の
勤
務 

千
二
百
円 

 

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
中
学
校
」
の
下
に
「
、
義
務
教
育
学
校
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
夜
間
学
級
担
当
手
当
） 

第
七
条
の
二 

夜
間
学
級
担
当
手
当
は
、
市
町
村
立
の
中
学
校
等
で
、
夜
間
学
級
を
置
く
も
の
の

校
長
（
本
務
と
し
て
当
該
市
町
村
立
の
中
学
校
等
の
校
長
の
職
に
あ
る
者
に
限
る
。
）
、
夜
間

学
級
に
関
す
る
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
副
校
長
、
夜
間
学
級
に
関
す
る
校
務
を
整
理
す
る
教
頭
、

本
務
と
し
て
夜
間
学
級
に
関
す
る
校
務
の
一
部
を
整
理
し
、
又
は
本
務
と
し
て
夜
間
学
級
を
担

当
す
る
主
幹
教
諭
並
び
に
本
務
と
し
て
夜
間
学
級
を
担
当
す
る
教
諭
、
養
護
教
諭
、
助
教
諭
、

養
護
助
教
諭
及
び
講
師
に
対
し
、
月
額
二
万
千
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
者
の

属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
て
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
を
支
給
す
る
。 



２ 

夜
間
学
級
担
当
手
当
が
支
給
さ
れ
る
職
員
の
う
ち
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
夜
間
の
業

務
に
従
事
し
た
職
員
の
夜
間
学
級
担
当
手
当
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定

す
る
額
に
、
そ
の
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
百
三
十
円
を
加
算
し
た
額
を
支
給
す
る
。 

 
 

 
附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例     新 旧 対 照 表                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 

学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 

  

第 一 条 （ 略 ） 第 一 条 （ 略 ） 

  

（ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ） （ 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 ） 

第 二 条 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お り と す る 。 第 二 条 特 殊 勤 務 手 当 の 種 類 は 、 次 の と お り と す る 。 

一 ～ 五 （ 略 ） 一 ～ 五 （ 略 ） 

六 夜 間 学 級 担 当 手 当 （ 新 設 ） 

  

（ 多 学 年 学 級 担 当 手 当 ） （ 多 学 年 学 級 担 当 手 当 ） 

第 三 条 多 学 年 学 級 担 当 手 当 は 、 県 立 の 中 学 校 又 は 市 町 村 （ 市 町 村 の 組 合 を

含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 立 の 小 学 校 、 中 学 校 若 し く は 義 務 教 育 学 校 の 二 以 上 の

学 年 の 児 童 又 は 生 徒 で 編 制 さ れ て い る 学 級 を 担 当 す る 職 員 の う ち 、 埼 玉 県

教 育 委 員 会 規 則 （ 以 下 「 教 育 委 員 会 規 則 」 と い う 。 ） で 定 め る 職 員 が 、 当

該 学 級 に お け る 授 業 又 は 指 導 に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。 

第 三 条 多 学 年 学 級 担 当 手 当 は 、 県 立 の 中 学 校 又 は 市 町 村 （ 市 町 村 の 組 合 を

含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 立 の 小 学 校 若 し く は 中 学 校 の 二 以 上 の 学 年 の 児 童 又 は

生 徒 で 編 制 さ れ て い る 学 級 を 担 当 す る 職 員 の う ち 、 埼 玉 県 教 育 委 員 会 規 則

（ 以 下 「 教 育 委 員 会 規 則 」 と い う 。 ） で 定 め る 職 員 が 、 当 該 学 級 に お け る

授 業 又 は 指 導 に 従 事 し た と き に 支 給 す る 。 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

第 四 条 兼 務 手 当 は 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 が 当 該 各 号 に 定 め る 勤 務 に 従 事

し た と き に 支 給 す る 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

四 市 町 村 立 の 中 学 校 又 は 義 務 教 育 学 校 （ 後 期 課 程 に 限 る 。 ） （ 以 下 こ の

号 、 次 号 及 び 第 七 条 の 二 第 一 項 に お い て 「 市 町 村 立 の 中 学 校 等 」 と い う 。 ）

の 夜 間 そ の 他 特 別 な 時 間 に お い て 授 業 を 行 う 学 級 （ 以 下 こ の 号 、 次 号 及

び 第 七 条 の 二 第 一 項 に お い て 「 夜 間 学 級 」 と い う 。 ） の 勤 務 を 本 務 と す

る 職 員 以 外 の 職 員 （ 給 与 条 例 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 に 限 る 。 ） 

 市 町 村 立 の 中 学 校 等 の 夜 間 学 級 の 勤 務 

五 市 町 村 立 の 中 学 校 等 の 夜 間 学 級 の 勤 務 を 本 務 と す る 職 員 （ 給 与 条 例 第

二 条 第 二 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 に 限 る 。 ） 市 町 村 立 の 中 学 校 等 の 夜 間

学 級 以 外 の 学 級 の 勤 務 

２ 前 項 の 手 当 の 額 は 、 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 勤 務 一 時 間 に つ き 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 勤 務 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。 

 一 ・ 二 （ 略 ） 

第 四 条 兼 務 手 当 は 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 が 当 該 各 号 に 定 め る 勤 務 に 従 事

し た と き に 支 給 す る 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 前 項 の 手 当 の 額 は 、 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 勤 務 一 時 間 に つ き 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 勤 務 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。 

 一 ・ 二 （ 略 ） 
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 三 前 項 第 四 号 及 び 第 五 号 の 勤 務 千 二 百 円  （ 新 設 ） 

  
第 五 条 ・ 第 六 条 （ 略 ） 第 五 条 ・ 第 六 条 （ 略 ） 

  

（ 教 育 業 務 連 絡 指 導 手 当 ） （ 教 育 業 務 連 絡 指 導 手 当 ） 

第 七 条 （ 略 ） 第 七 条 （ 略 ） 

一 （ 略 ） 一 （ 略 ） 

二 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 、 特 別 支 援 学 校 又 は 高 等 学

校 の 定 時 制 の 課 程 に 置 か れ る 主 任 等 で 前 号 に 規 定 す る 職 務 と 同 様 の 職

務 に 当 た る も の 

二 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 、 特 別 支 援 学 校 又 は 高 等 学 校 の 定 時 制 の 課

程 に 置 か れ る 主 任 等 で 前 号 に 規 定 す る 職 務 と 同 様 の 職 務 に 当 た る も の 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

（ 夜 間 学 級 担 当 手 当 ） 

第 七 条 の 二 夜 間 学 級 担 当 手 当 は 、 市 町 村 立 の 中 学 校 等 で 、 夜 間 学 級 を 置 く

も の の 校 長 （ 本 務 と し て 当 該 市 町 村 立 の 中 学 校 等 の 校 長 の 職 に あ る 者 に 限

る 。 ） 、 夜 間 学 級 に 関 す る 校 務 を つ か さ ど る 副 校 長 、 夜 間 学 級 に 関 す る 校

務 を 整 理 す る 教 頭 、 本 務 と し て 夜 間 学 級 に 関 す る 校 務 の 一 部 を 整 理 し 、 又

は 本 務 と し て 夜 間 学 級 を 担 当 す る 主 幹 教 諭 並 び に 本 務 と し て 夜 間 学 級 を

担 当 す る 教 諭 、 養 護 教 諭 、 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 及 び 講 師 に 対 し 、 月 額 二 万

千 円 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 、 そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 に 応 じ て 、 教 育

委 員 会 規 則 で 定 め る 額 を 支 給 す る 。 

（ 新 設 ） 

２ 夜 間 学 級 担 当 手 当 が 支 給 さ れ る 職 員 の う ち 、 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 夜

間 の 業 務 に 従 事 し た 職 員 の 夜 間 学 級 担 当 手 当 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 同 項 に 規 定 す る 額 に 、 そ の 業 務 に 従 事 し た 日 一 日 に つ き 七 百 三 十 円 を

加 算 し た 額 を 支 給 す る 。  

 

  

第 八 条 ～ 第 十 一 条 （ 略 ） 第 八 条 ～ 第 十 一 条 （ 略 ） 

  

 



条

例 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
号 

 
 

 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
の
う
ち
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
で
あ
る
者
に
対
す
る
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者

を
い
う
。 

 

一 

県
立
の
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
非
常
勤
の
講
師
（
地
方
公
務
員
法
第

二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条

及
び
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 

二 

市
町
村
（
市
町
村
の
組
合
を
含
む
。
次
号
及
び
別
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
立
の
小
学
校
、

中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
非
常
勤
の
講
師 

 

三 

市
町
村
立
の
高
等
学
校
で
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を
行
う
課

程
の
授
業
を
担
任
す
る
非
常
勤
の
講
師 

 

四 

県
立
の
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
い
て
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
語
指
導
助
手 

 

（
報
酬
等
） 

第
三
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
に
対
し
て
は
、
報
酬
及
び
期
末
手
当
を
支
給
す
る
。 

２ 

報
酬
の
額
は
、
月
額
又
は
日
額
で
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

報
酬
の
額
は
、
次
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
た
報
酬
の
基
本
額
及
び
そ
の
基
本

額
に
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
。
別
表
に

お
い
て
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
二
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と

き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
の
合
計
額
と
す
る
。 

４ 

月
額
の
報
酬
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
の
基
本
額
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
、

別
表
に
掲
げ
る
職
種
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
に
定
め
る
月
額
に
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
・
七
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
と
こ



ろ
に
よ
り
決
定
す
る
。 

５ 

日
額
の
報
酬
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
の
基
本
額
は
、
勤
務
一
日
に
つ
き
、

別
表
に
掲
げ
る
職
種
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
に
定
め
る
月
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た
額
に
、

そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
七
・
七
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗

じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
）
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
決
定
す
る
。 

６ 

報
酬
の
額
は
、
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
職
務
の
複
雑
、
困
難
及
び
責
任
の
度
に
応
じ
、

か
つ
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
給
与
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

前
五
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
に
対
し
て
は
、
常
勤
の
学
校

職
員
に
支
給
さ
れ
る
時
間
外
勤
務
手
当
、
日
直
手
当
及
び
宿
直
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
を
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給
す
る
。 

８ 

期
末
手
当
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
り
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
任
期
が
六
月
未
満
の

者
そ
の
他
の
者
で
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
期
末
手
当
は
支
給
し
な
い
。 

 

（
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
特
例
） 

第
四
条 

統
一
的
な
基
準
に
基
づ
き
給
与
を
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
第
二
条
第
四

号
に
掲
げ
る
職
に
あ
る
者
に
対
す
る
報
酬
の
基
本
額
そ
の
他
の
報
酬
及
び
期
末
手
当
に
つ
い
て

は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
準
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
費
用
弁
償
） 

第
五
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
が
勤
務
の
た
め
、
そ
の
者
の
住
居
と
勤
務
学
校
と
の
間
を
往

復
す
る
と
き
及
び
職
務
の
た
め
旅
行
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
費
用
を
弁
償
す
る
。 

２ 

費
用
弁
償
の
額
は
、
常
勤
の
学
校
職
員
に
支
給
さ
れ
る
通
勤
手
当
及
び
旅
費
の
額
と
の
権
衡

を
考
慮
し
て
定
め
る
。 

 

（
報
酬
等
の
減
額
） 

第
六
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
常
勤
の
学
校

職
員
の
給
与
の
減
額
の
例
に
準
じ
て
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
支
給
） 

第
七
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

前
四
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
常
勤
の
学
校
職
員
の
例
に
よ
る
。 

 

（
委
任
） 

第
八
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 



第
二
条 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
て
い
た
非
常
勤
職
員

（
月
額
の
報
酬
を
受
け
て
い
た
非
常
勤
職
員
に
限
る
。
）
で
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
こ

の
条
例
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
受
け
る
報
酬
の
月
額
が
特

定
期
間
に
お
い
て
受
け
て
い
た
報
酬
の
月
額
（
特
定
期
間
に
お
い
て
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
二
以
上
の
業
務
に
係
る
期
間
の
満
了
す
る
日
の
う
ち
、
施
行
日
に

最
も
近
い
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
報
酬
の
月
額
（
当
該
月
額
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
当
該

月
額
の
う
ち
最
も
高
い
月
額
）
）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
平
成
三
十
二

年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
そ
の
者
の
受
け
る
報
酬
の
月
額
か
ら
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
て

い
た
報
酬
の
月
額
ま
で
の
範
囲
内
に
お
い
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
を
報
酬
と
し
て
支

給
す
る
。 

２ 

特
定
期
間
に
お
い
て
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
適
用
を
受
け
て

い
た
非
常
勤
職
員
で
、
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
こ
の
条
例
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
る
報
酬
を
支
給
さ
れ
る
者
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
教

育
委
員
会
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
、
報
酬
を
支
給
す
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
講
師
」
の
下
に
「
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二

十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
」

を
加
え
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
非
常
勤
の
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
） 

 

第
十
八
条
の
二 

非
常
勤
の
学
校
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期
付
短
時
間
勤
務

職
員
を
除
く
。
）
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
て
、
県
教
育
委
員
会
規
則
の
定
め
る
基
準
に

従
い
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。 

別
表
（
第
三
条
関
係
） 

 

職 
 

 

種 

月 
 

 

額 

 



       

県
立
の
中
学
校
並
び
に
市
町
村
立
の
小
学

校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
の
非
常

勤
の
講
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 県

立
の
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の

非
常
勤
の
講
師
、
市
町
村
立
の
特
別
支
援

学
校
の
非
常
勤
の
講
師
並
び
に
第
二
条
第

三
号
に
掲
げ
る
職 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

学
校
職
員
給
与
条
例
別
表
第
二
教
育
職
給

料
表
㈡
に
定
め
る
二
級
に
お
け
る
最
高
の

号
給
の
給
料
月
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 学

校
職
員
給
与
条
例
別
表
第
一
教
育
職
給

料
表
㈠
に
定
め
る
二
級
に
お
け
る
最
高
の

号
給
の
給
料
月
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

〇 会 計 年 度 任 用 学 校 職 員 の 報 酬 等 に 関 す る 条 例 新 旧 対 照 表 
（ 附 則 第 三 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 定 義 ） 

学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 （ 略 ） 

 

（ 定 義 ） 

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 学 校 職 員 」 と は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 を い う 。 

 一 県 立 の 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 校 長 、 副 校 長 、 教 頭 、 主

幹 教 諭 、 教 諭 、 養 護 教 諭 、 栄 養 教 諭 、 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 、 講 師 （ 常

時 勤 務 の 者 及 び 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間

勤 務 の 職 を 占 め る 者 に 限 る 。 以 下 同 じ 。 ） 、 実 習 助 手 及 び 寄 宿 舎 指 導

員 

 二 ～ 五 （ 略 ） 

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 学 校 職 員 」 と は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 を い う 。 

 一 県 立 の 中 学 校 、 高 等 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 校 長 、 副 校 長 、 教 頭 、 主

幹 教 諭 、 教 諭 、 養 護 教 諭 、 栄 養 教 諭 、 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 、 講 師 、 実

習 助 手 及 び 寄 宿 舎 指 導 員 

 二 ～ 五 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 十 六 条 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

 

第 三 条 ～ 第 十 六 条 （ 略 ） 

  

 



 

（ 附 則 第 四 条 関 係 ）                                                   （ 傍 線 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 

 

第 一 条 ～ 第 十 八 条 （ 略 ） 

 

（ 非 常 勤 の 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 ） 

 

第 一 条 ～ 第 十 八 条 （ 略 ） 

 

第 十 八 条 の 二 非 常 勤 の 学 校 職 員 （ 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 及 び 任 期 付 短 時 間

勤 務 職 員 を 除 く 。 ） の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に つ い て は 、 第 三 条 か ら 前 条 ま で

の 規 定 に か か わ ら ず 、 そ の 職 務 の 性 質 等 を 考 慮 し て 、 県 教 育 委 員 会 規 則 の

定 め る 基 準 に 従 い 、 教 育 委 員 会 が 定 め る 。 

 

第 十 九 条 （ 略 ） 

（ 新 設 ） 

 

 

 

 

第 十 九 条 （ 略 ） 

  

 



条

例 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上

田

清

司 

埼
玉
県
条
例
第
二
十
二
号 

 
 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
号
中
「
規
定
す
る
職
員
」
の
下
に
「
（
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
「
県
費
負
担
教

職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
条
第
五
項
中
「
以
下
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。 

 

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
）
」
に
改
め
、
同
条

中
「
教
育
委
員
会
は
」
の
下
に
「
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
別
表
第

一
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
に
あ
っ
て
は
労

働
基
準
監
督
署
長
、
そ
れ
以
外
の
事
業
に
あ
っ
て
は
埼
玉
県
人
事
委
員
会
（
人
事
委
員
会
を
置
く

市
の
県
費
負
担
教
職
員
に
あ
っ
て
は
当
該
市
の
人
事
委
員
会
、
人
事
委
員
会
を
置
か
な
い
市
町
村

の
県
費
負
担
教
職
員
に
あ
っ
て
は
当
該
市
町
村
の
長
）
の
許
可
を
受
け
て
」
を
加
え
、
同
条
に
次

の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

 
 

た
だ
し
、
当
該
学
校
職
員
が
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
校
務
の

運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
場

合
に
限
り
、
当
該
宿
直
勤
務
又
は
日
直
勤
務
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

２ 

教
育
委
員
会
は
、
校
務
の
た
め
臨
時
又
は
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
正
規
の
勤
務
時

間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
学
校
職
員
に
前
項
に
規
定
す
る
勤
務
以
外
の
勤
務
を
す
る
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
学
校
職
員
が
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
校
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
県
教
育
委
員

会
規
則
で
定
め
る
場
合
に
限
り
、
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る

勤
務
以
外
の
勤
務
を
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け

る
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
県
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

 

第
九
条
第
二
項
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 



１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

２ 
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
第
一
項
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

３ 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
一
項
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 



学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例   新 旧 対 照 表                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 

  

 （ 目 的 ）  （ 目 的 ） 

第 一 条 （ 略 ） 第 一 条 （ 略 ） 

  

 （ 学 校 職 員 の 範 囲 ） （ 学 校 職 員 の 範 囲 ） 

第 二 条 （ 略 ） 

 一 （ 略 ） 

 二 市 町 村 立 学 校 職 員 給 与 負 担 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 五 号 ） 第 

  一 条 及 び 第 二 条 に 規 定 す る 職 員 （ 第 八 条 第 一 項 に お い て 「 県 費 負 担 教 

  職 員 」 と い う 。 ） 

第 二 条 （ 略 ） 

一 （ 略 ） 

 二 市 町 村 立 学 校 職 員 給 与 負 担 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 三 十 五 号 ） 第 

  一 条 及 び 第 二 条 に 規 定 す る 職 員 

 

  

（ 一 週 間 の 勤 務 時 間 ） （ 一 週 間 の 勤 務 時 間 ） 

第 三 条 （ 略 ） 第 三 条 （ 略 ） 

２ ～ ４ （ 略 ） ２ ～ ４ （ 略 ） 

５ 県 教 育 委 員 会 は 、 職 務 の 特 殊 性 又 は 当 該 学 校 の 特 殊 の 必 要 に よ り 前 各

項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 す る こ と を 必 要 と す る 学 校 職 員 の 勤

務 時 間 に つ い て 、 埼 玉 県 人 事 委 員 会 （ 第 十 六 条 第 二 項 及 び 第 十 九 条 に お

い て 「 人 事 委 員 会 」 と い う 。 ） の 承 認 を 得 て 、 別 に 定 め る こ と が で き る 。 

５ 県 教 育 委 員 会 は 、 職 務 の 特 殊 性 又 は 当 該 学 校 の 特 殊 の 必 要 に よ り 前 各

項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 を 超 え て 勤 務 す る こ と を 必 要 と す る 学 校 職 員 の 勤

務 時 間 に つ い て 、 埼 玉 県 人 事 委 員 会 （ 以 下 「 人 事 委 員 会 」 と い う 。 ） の

承 認 を 得 て 、 別 に 定 め る こ と が で き る 。 

  

第 四 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 第 四 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 

  

（ 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る 勤 務 ） （ 宿 直 及 び 日 直 の 勤 務 ） 

第 八 条 教 育 委 員 会 は 、 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 別 表

第 一 第 一 号 か ら 第 十 号 ま で 及 び 第 十 三 号 か ら 第 十 五 号 ま で に 掲 げ る 事 業

に あ っ て は 労 働 基 準 監 督 署 長 、 そ れ 以 外 の 事 業 に あ っ て は 埼 玉 県 人 事 委

員 会 （ 人 事 委 員 会 を 置 く 市 の 県 費 負 担 教 職 員 に あ っ て は 当 該 市 の 人 事 委

員 会 、 人 事 委 員 会 を 置 か な い 市 町 村 の 県 費 負 担 教 職 員 に あ っ て は 当 該 市

町 村 の 長 ） の 許 可 を 受 け て 、 第 三 条 か ら 第 六 条 ま で に 規 定 す る 勤 務 時 間

（ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 校 務 の た め 必

要 が あ る 場 合 に は 、 学 校 職 員 に 県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 宿 直 勤 務 又 は

日 直 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 学 校 職 員 が 育

第 八 条 教 育 委 員 会 は 、 第 三 条 か ら 第 六 条 ま で に 規 定 す る 勤 務 時 間 （ 以 下

「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） 以 外 の 時 間 に お い て 校 務 の た め 必 要 が あ

る 場 合 に は 、 学 校 職 員 に 県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 

 



児 短 時 間 勤 務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 校 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が

生 ず る と 認 め ら れ る 場 合 と し て 県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、

当 該 宿 直 勤 務 又 は 日 直 勤 務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 

２ 教 育 委 員 会 は 、 校 務 の た め 臨 時 又 は 緊 急 の 必 要 が あ る 場 合 に は 、 正 規

の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 学 校 職 員 に 前 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤

務 を す る こ と を 命 ず る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 学 校 職 員 が 育 児 短 時

間 勤 務 職 員 等 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 校 務 の 運 営 に 著 し い 支 障 が 生 ず る

と 認 め ら れ る 場 合 と し て 県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 場 合 に 限 り 、 正 規 の

勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お い て 同 項 に 規 定 す る 勤 務 以 外 の 勤 務 を す る こ と

を 命 ず る こ と が で き る 。 

 （ 新 設 ） 

３ 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 同 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時

間 に お け る 勤 務 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 。 

 （ 新 設 ） 

 

  

第 九 条 （ 略 ） 第 九 条 （ 略 ） 

２ 教 育 委 員 会 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 の あ る 学 校 職 員 が 、

県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 子 を 養 育 す る た め に 請 求

し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 を し た 学 校 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を

講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 四 時 間 、

一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る

勤 務 （ 前 条 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 及 び 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で き な い

事 由 に 基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 第 四 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は な

ら な い 。 

２ 教 育 委 員 会 は 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 の あ る 学 校 職 員 が 、

県 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 当 該 子 を 養 育 す る た め に 請 求

し た 場 合 に は 、 当 該 請 求 を し た 学 校 職 員 の 業 務 を 処 理 す る た め の 措 置 を

講 ず る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 を 除 き 、 一 月 に つ い て 二 十 四 時 間 、

一 年 に つ い て 百 五 十 時 間 を 超 え て 、 正 規 の 勤 務 時 間 以 外 の 時 間 に お け る

勤 務 （ 前 条 に 規 定 す る 勤 務 及 び 災 害 そ の 他 避 け る こ と の で き な い 事 由 に

基 づ く 臨 時 の 勤 務 を 除 く 。 第 四 項 に お い て 同 じ 。 ） を さ せ て は な ら な い 。 

３ ～ ５ （ 略 ） ３ ～ ５ （ 略 ） 

  

第 九 条 の 二 ～ 第 十 九 条 （ 略 ）  第 九 条 の 二 ～ 第 十 九 条 （ 略 ）  

  

 



1/1  

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例   新 旧 対 照 表                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 
附 則 第 二 項 関 係 

新 旧 
職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

  

 （ 目 的 ）  （ 目 的 ） 

第 一 条 （ 略 ） 第 一 条 （ 略 ） 

  

（ 給 料 ） （ 給 料 ） 

第 二 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼 玉 県

条 例 第 二 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 七 条 第 二 項 又 は 学 校 職

員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼 玉 県 条 例 第 二 十 八 号 。

以 下 「 学 校 職 員 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 正 規

の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 勤 務 に 対 す る 報

酬 で あ つ て 、 こ の 条 例 に 定 め る 管 理 職 手 当 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、

地 域 手 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 務 手 当 、 特 地 勤

務 手 当 （ 第 十 二 条 の 三 の 規 定 に よ る 手 当 を 含 む 。 第 十 八 条 第 二 項 及 び 第

十 九 条 の 七 に お い て 同 じ 。 ） 、 時 間 外 勤 務 手 当 、 休 日 勤 務 手 当 、 宿 日 直

手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 夜 間 勤 務 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 及 び

農 林 業 普 及 指 導 手 当 を 除 い た も の と す る 。 

第 二 条 給 料 は 、 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼 玉 県

条 例 第 二 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 七 条 第 二 項 又 は 学 校 職

員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼 玉 県 条 例 第 二 十 八 号 。

以 下 「 学 校 職 員 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務

時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 勤 務 に 対 す る 報 酬 で あ

つ て 、 こ の 条 例 に 定 め る 管 理 職 手 当 、 初 任 給 調 整 手 当 、 扶 養 手 当 、 地 域

手 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 務 手 当 、 特 地 勤 務 手

当 （ 第 十 二 条 の 三 の 規 定 に よ る 手 当 を 含 む 。 第 十 八 条 第 二 項 及 び 第 十 九

条 の 七 に お い て 同 じ 。 ） 、 時 間 外 勤 務 手 当 、 休 日 勤 務 手 当 、 宿 日 直 手 当 、

管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 夜 間 勤 務 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 及 び 農 林 業

普 及 指 導 手 当 を 除 い た も の と す る 。 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

第 三 条 ～ 第 二 十 三 条 （ 略 ） 第 三 条 ～ 第 二 十 三 条 （ 略 ） 

  

 



1/1  

学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例   新 旧 対 照 表                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 
附 則 第 三 項 関 係 

新 旧 
学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

  

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

  

（ 給 料 ） （ 給 料 ） 

第 三 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼

玉 県 条 例 第 二 十 八 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 第 一 項 に

規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 勤

務 に 対 す る 報 酬 で あ つ て 、 こ の 条 例 に 定 め る 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 初 任

給 調 整 手 当 、 通 勤 手 当 、 住 居 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 務 手 当 、 へ き

地 手 当 （ 第 十 条 の 三 の 規 定 に よ る 手 当 を 含 む 。 第 十 一 条 の 二 及 び 第 十 二

条 の 十 に お い て 同 じ 。 ） 、 時 間 外 勤 務 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 日

直 手 当 、 宿 直 手 当 、 管 理 職 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 定 時 制 通 信 教 育

手 当 、 産 業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 を 含 ま な い も の と す る 。 

第 三 条 給 料 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼

玉 県 条 例 第 二 十 八 号 。 以 下 「 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 八 条 に 規 定 す

る 正 規 の 勤 務 時 間 （ 以 下 「 正 規 の 勤 務 時 間 」 と い う 。 ） に よ る 勤 務 に 対

す る 報 酬 で あ つ て 、 こ の 条 例 に 定 め る 扶 養 手 当 、 地 域 手 当 、 初 任 給 調 整

手 当 、 通 勤 手 当 、 住 居 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 、 特 殊 勤 務 手 当 、 へ き 地 手 当

（ 第 十 条 の 三 の 規 定 に よ る 手 当 を 含 む 。 第 十 一 条 の 二 及 び 第 十 二 条 の 十

に お い て 同 じ 。 ） 、 時 間 外 勤 務 手 当 、 管 理 職 員 特 別 勤 務 手 当 、 日 直 手 当 、

宿 直 手 当 、 管 理 職 手 当 、 期 末 手 当 、 勤 勉 手 当 、 定 時 制 通 信 教 育 手 当 、 産

業 教 育 手 当 及 び 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 を 含 ま な い も の と す る 。 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

第 四 条 ～ 第 十 六 条 （ 略 ） 第 四 条 ～ 第 十 六 条 （ 略 ） 
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学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 新 旧 対 照 表 

 第 一 条 関 係                                                     （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 

  

第 一 条 （ 略 ） 第 一 条 （ 略 ） 

  

 （ 定 義 ）  （ 定 義 ） 

第 二 条 （ 略 ） 第 二 条 （ 略 ） 

 一 （ 略 ）  一 （ 略 ） 

 二 市 町 村 （ 市 町 村 の 組 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 立 の 小 学 校 、 中 学 校 、 義

務 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 校 長 、 副 校 長 、 教 頭 、 主 幹 教 諭 、 教 諭 、

養 護 教 諭 、 栄 養 教 諭 、 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 及 び 講 師 

 二 市 町 村 （ 市 町 村 の 組 合 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び

特 別 支 援 学 校 の 校 長 、 副 校 長 、 教 頭 、 主 幹 教 諭 、 教 諭 、 養 護 教 諭 、 栄 養

教 諭 、 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 及 び 講 師 

 三 （ 略 ）  三 （ 略 ） 

 四 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 学 校 栄

養 職 員 

 四 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 学 校 栄 養 職 員 

 五 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 事 務 職

員 

 五 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 の 事 務 職 員 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

第 三 条 ・ 第 四 条 （ 略 ） 第 三 条 ・ 第 四 条 （ 略 ） 

  

 （ 給 料 表 ）  （ 給 料 表 ） 

第 五 条 （ 略 ） 第 五 条 （ 略 ） 

 一 （ 略 ）  一 （ 略 ） 

 二 （ 略 ）  二 （ 略 ） 

  イ 市 町 村 立 の 小 学 校 、 中 学 校 及 び 義 務 教 育 学 校 に 勤 務 す る 教 育 職 員   イ 市 町 村 立 の 小 学 校 及 び 中 学 校 に 勤 務 す る 教 育 職 員 

  ロ （ 略 ）   ロ （ 略 ） 

 三 ・ 四 （ 略 ）  三 ・ 四 （ 略 ） 

  

第 五 条 の 二 ～ 第 十 二 条 の 八 （ 略 ） 第 五 条 の 二 ～ 第 十 二 条 の 八 （ 略 ） 

  

 （ 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 ）  （ 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 ） 

第 十 二 条 の 九 義 務 教 育 諸 学 校 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 十 二 条 の 九 義 務 教 育 諸 学 校 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ）

javascript:OpenKokuhouDataWin('/cgi-bin/saitama-ken/D1W_d1jfiledl.exe?PROCID=-1932576218&UKEY=1542847783&REFID=32210040002600000000&HANSUU=6&KOKUHOU_WEB=1&LINKTYPE=2')
javascript:OpenKokuhouDataWin('/cgi-bin/saitama-ken/D1W_d1jfiledl.exe?PROCID=-1932576218&UKEY=1542847783&REFID=32210040002600000000&HANSUU=6&KOKUHOU_WEB=1&LINKTYPE=2')


 

に 規 定 す る 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 若 し

く は 中 学 部 を い う 。 ） に 勤 務 す る 教 育 職 員 に は 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当

を 支 給 す る 。 

に 規 定 す る 小 学 校 、 中 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 若 し く は 中 学 部 を い

う 。 ） に 勤 務 す る 教 育 職 員 に は 、 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 を 支 給 す る 。 
２ ～ ４ （ 略 ） ２ ～ ４ （ 略 ） 

  

第 十 二 条 の 十 ～ 第 十 六 条 （ 略 ） 第 十 二 条 の 十 ～ 第 十 六 条 （ 略 ） 

  

別 表 第 一 ～ 別 表 第 五 （ 略 ） 別 表 第 一 ～ 別 表 第 五 （ 略 ） 

  

別 表 第 六 （ 第 五 条 の 二 関 係 ） 別 表 第 六 （ 第 五 条 の 二 関 係 ） 

 教 育 職 給 料 表 （ 二 ） 級 別 基 準 職 務 表 

職 務 の 級 基 準 と な る 職 務 

一 級 小 学 校 、 中 学 校 又 は 義 務 教 育 学 校 （ 以 下 こ の 表 に お い て

「 小 学 校 等 」 と い う 。 ） の 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 又 は 講 師 の

職 務 

（ 略 ） （ 略 ） 
 

 教 育 職 給 料 表 （ 二 ） 級 別 基 準 職 務 表 

職 務 の 級 基 準 と な る 職 務 

一 級 小 学 校 又 は 中 学 校 （ 以 下 こ の 表 に お い て 「 小 学 校 等 」 と

い う 。 ） の 助 教 諭 、 養 護 助 教 諭 又 は 講 師 の 職 務 

（ 略 ） （ 略 ） 
 

  

別 表 第 七 （ 第 五 条 の 二 関 係 ） 別 表 第 七 （ 第 五 条 の 二 関 係 ） 

 学 校 栄 養 職 給 料 表 級 別 基 準 職 務 表 

職 務 の 級 基 準 と な る 職 務 

一 級 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 （ 以 下

こ の 表 及 び 別 表 第 八 に お い て 「 小 学 校 等 」 と い う 。 ） の

栄 養 技 師 の 職 務 

（ 略 ） （ 略 ） 
 

 学 校 栄 養 職 給 料 表 級 別 基 準 職 務 表 

職 務 の 級 基 準 と な る 職 務 

一 級 小 学 校 、 中 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 （ 以 下 こ の 表 及 び 別 表

第 八 に お い て 「 小 学 校 等 」 と い う 。 ） の 栄 養 技 師 の 職 務 

（ 略 ） （ 略 ） 
 

  

別 表 第 八 （ 略 ） 別 表 第 八 （ 略 ） 

  

 



 

学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 新 旧 対 照 表 
第 二 条 関 係                                                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 に 関 す る 条 例 

  

第 一 条 （ 略 ） 第 一 条 （ 略 ） 

  

（ 定 義 ） （ 定 義 ） 

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 義 務 教 育 諸 学 校 等 」 と は 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二

十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） に 規 定 す る 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 、 高 等

学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 を い う 。 

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 義 務 教 育 諸 学 校 等 」 と は 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二

十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） に 規 定 す る 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 又 は 特 別 支

援 学 校 を い う 。 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

第 三 条 ～ 第 八 条 （ 略 ） 第 三 条 ～ 第 八 条 （ 略 ） 

  

 



 

学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 新 旧 対 照 表 

 第 三 条 関 係                                                     （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 

   埼 玉 県 暴 力 団 排 除 条 例    埼 玉 県 暴 力 団 排 除 条 例 

  

第 一 条 ～ 第 十 七 条 （ 略 ） 第 一 条 ～ 第 十 七 条 （ 略 ） 

  

（ 青 少 年 に 対 す る 教 育 等 の た め の 措 置 ） （ 青 少 年 に 対 す る 教 育 等 の た め の 措 置 ） 

第 十 八 条 県 は 、 学 校 教 育 法 第 一 条 に 規 定 す る 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 （ 後 期

課 程 に 限 る 。 ） 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 若 し く は 特 別 支 援 学 校 （ 中 学 部

及 び 高 等 部 に 限 る 。 ） 又 は 同 法 第 百 二 十 四 条 に 規 定 す る 専 修 学 校 （ 高 等 課

程 に 限 る 。 ） に お い て 、 そ の 生 徒 が 暴 力 団 排 除 活 動 の 重 要 性 を 認 識 し 、 暴

力 団 に 加 入 せ ず 、 及 び 暴 力 団 員 に よ る 犯 罪 の 被 害 を 受 け な い よ う に す る た

め の 教 育 が 必 要 に 応 じ て 行 わ れ る よ う 適 切 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

第 十 八 条 県 は 、 学 校 教 育 法 第 一 条 に 規 定 す る 中 学 校 、 高 等 学 校 若 し く は 特

別 支 援 学 校 （ 中 学 部 及 び 高 等 部 に 限 る 。 ） 又 は 同 法 第 百 二 十 四 条 に 規 定 す

る 専 修 学 校 （ 高 等 課 程 に 限 る 。 ） に お い て 、 そ の 生 徒 が 暴 力 団 排 除 活 動 の

重 要 性 を 認 識 し 、 暴 力 団 に 加 入 せ ず 、 及 び 暴 力 団 員 に よ る 犯 罪 の 被 害 を 受

け な い よ う に す る た め の 教 育 が 必 要 に 応 じ て 行 わ れ る よ う 適 切 な 措 置 を

講 ず る も の と す る 。 

２ ・ ３ （ 略 ） ２ ・ ３ （ 略 ） 

  

第 十 九 条 ～ 第 三 十 四 条 （ 略 ） 第 十 九 条 ～ 第 三 十 四 条 （ 略 ） 

  

 



 

学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 新 旧 対 照 表 

 第 四 条 関 係                                                     （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
埼 玉 県 自 転 車 の 安 全 な 利 用 の 促 進 に 関 す る 条 例 埼 玉 県 自 転 車 の 安 全 な 利 用 の 促 進 に 関 す る 条 例 

  

第 一 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 第 一 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 

  

（ 児 童 及 び 生 徒 に 対 す る 自 転 車 交 通 安 全 教 育 ） （ 児 童 及 び 生 徒 に 対 す る 自 転 車 交 通 安 全 教 育 ） 

第 八 条 学 校 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 一 条 に 規 定 す

る 小 学 校 、 中 学 校 、 義 務 教 育 学 校 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援

学 校 を い う 。 第 十 二 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） の 設 置 者 及 び 長 は 、 そ の 児

童 及 び 生 徒 に 対 し 、 そ の 発 達 の 段 階 に 応 じ た 自 転 車 交 通 安 全 教 育 を 行 う も

の と す る 。 

第 八 条 学 校 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 第 一 条 に 規 定 す

る 小 学 校 、 中 学 校 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 及 び 特 別 支 援 学 校 を い う 。 第

十 二 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） の 設 置 者 及 び 長 は 、 そ の 児 童 及 び 生 徒 に 対

し 、 そ の 発 達 の 段 階 に 応 じ た 自 転 車 交 通 安 全 教 育 を 行 う も の と す る 。 

２ （ 略 ） ２ （ 略 ） 

  

第 九 条 ～ 第 十 九 条 （ 略 ） 第 九 条 ～ 第 十 九 条 （ 略 ） 

  

 



 

学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 新 旧 対 照 表 

 第 五 条 関 係                                                     （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
児 童 福 祉 法 施 行 条 例 児 童 福 祉 法 施 行 条 例 

  

第 一 条 ～ 第 五 十 条 （ 略 ） 第 一 条 ～ 第 五 十 条 （ 略 ） 

  

（ 地 域 と の 連 携 等 ） （ 地 域 と の 連 携 等 ） 

第 五 十 一 条 （ 略 ） 第 五 十 一 条 （ 略 ） 

２ 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 （ 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る 児 童 発 達 支 援 事

業 所 に お い て 、 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う も の に 限 る 。 ） は 、 通 常 の

事 業 の 実 施 地 域 の 障 害 児 の 福 祉 に 関 し 、 障 害 児 若 し く は そ の 家 庭 又 は 当 該

障 害 児 が 通 い 、 在 学 し 、 若 し く は 在 籍 す る 保 育 所 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） に 規 定 す る 幼 稚 園 、 小 学 校 （ 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課

程 を 含 む 。 ） 若 し く は 特 別 支 援 学 校 若 し く は 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、

保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ）

第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 認 定 子 ど も 園 そ の 他 児 童 が 集 団 生 活 を 営 む 施 設

か ら の 相 談 に 応 じ 、 助 言 そ の 他 の 必 要 な 援 助 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら

な い 。 

２ 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 （ 児 童 発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る 児 童 発 達 支 援 事

業 所 に お い て 、 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う も の に 限 る 。 ） は 、 通 常 の

事 業 の 実 施 地 域 の 障 害 児 の 福 祉 に 関 し 、 障 害 児 若 し く は そ の 家 庭 又 は 当 該

障 害 児 が 通 い 、 在 学 し 、 若 し く は 在 籍 す る 保 育 所 、 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） に 規 定 す る 幼 稚 園 、 小 学 校 若 し く は 特 別 支 援 学 校 若

し く は 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 、 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 ） 第 二 条 第 六 項 に 規 定 す る 認 定 子 ど も

園 そ の 他 児 童 が 集 団 生 活 を 営 む 施 設 か ら の 相 談 に 応 じ 、 助 言 そ の 他 の 必 要

な 援 助 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

  

第 五 十 二 条 ～ 第 二 百 五 十 八 条 （ 略 ） 第 五 十 二 条 ～ 第 二 百 五 十 八 条 （ 略 ） 

  

 



規

則 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号 

 
 

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
三
十
一
年
埼
玉

県
条
例
第
六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
報
酬
等
基
準
額
表
） 

第
二
条 

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
条
例
別
表
に
掲
げ
る
職
種
の
区
分
に
応
じ
、
次
の
各
号
に

定
め
る
報
酬
等
基
準
額
表
を
適
用
す
る
。 

 

一 

医
師
及
び
歯
科
医
師 

医
療
職
報
酬
等
基
準
額
表
㈠
（
別
表
第
一
） 

 

二 

薬
剤
師
、
獣
医
師
、
栄
養
士
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
職 

医
療
職
報
酬
等
基
準
額
表
㈡

（
別
表
第
二
） 

 

三 

保
健
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
職 

医
療
職
報
酬
等
基
準
額
表
㈢
（
別
表
第

三
） 

 

四 

前
記
以
外
の
職 

行
政
事
務
報
酬
等
基
準
額
表
（
別
表
第
四
） 

 

（
条
例
別
表
の
規
則
で
定
め
る
職
） 

第
三
条 

条
例
別
表
薬
剤
師
、
獣
医
師
、
栄
養
士
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
職
の
項
の
規
則
で
定

め
る
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。 

 

一 

薬
剤
師 

 

二 

獣
医
師 

 

三 

栄
養
士 

 

四 

診
療
放
射
線
技
師 

 

五 

臨
床
検
査
技
師
及
び
衛
生
検
査
技
師 

 

六 

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士 

 

七 

視
能
訓
練
士 

 

八 

言
語
聴
覚
士 

 

九 

義
肢
装
具
士 

 

十 

歯
科
衛
生
士
及
び
歯
科
技
工
士 

２ 

条
例
別
表
保
健
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
職
の
項
の
規
則
で
定
め
る
職
は
、
保

健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
と
す
る
。 



 

（
新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
た
者
の
号
給
） 

第
四
条 

新
た
に
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
た
者
の
号
給
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
報
酬
等

基
準
額
表
に
定
め
る
そ
の
者
の
属
す
る
職
種
の
区
分
の
一
号
給
と
す
る
。 

２ 

学
歴
免
許
等
の
資
格
又
は
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
同
種
の
職
務
に
在
職
し
た
年
数
そ
の

他
知
事
が
定
め
る
経
験
を
有
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
号
給
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
よ
り
上
位
の

号
給
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
報
酬
の
基
本
額
） 

第
五
条 

条
例
第
二
条
第
四
項
の
月
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
の

基
本
額
は
、
勤
務
一
月
に
つ
き
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
報
酬
等
基
準
額
表
の
月
額
（
以
下
こ

の
条
及
び
第
十
六
条
に
お
い
て
「
報
酬
等
基
準
額
」
と
い
う
。
）
に
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
三
十
八
・
七
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ

の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
）
と
す
る
。 

２ 

条
例
第
二
条
第
五
項
の
日
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
の
基
本

額
は
、
勤
務
一
日
に
つ
き
、
報
酬
等
基
準
額
を
二
十
一
で
除
し
て
得
た
額
に
、
そ
の
者
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
た
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
を
七
・
七
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ

の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
額
）
と
す
る
。 

３ 

行
政
事
務
報
酬
等
基
準
額
表
の
適
用
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
基
準

額
が
、
職
務
の
複
雑
、
困
難
若
し
く
は
責
任
の
度
又
は
勤
労
の
強
度
、
勤
務
時
間
、
勤
労
環
境

そ
の
他
の
勤
労
条
件
が
同
じ
職
種
に
属
す
る
他
の
職
に
比
し
て
特
殊
な
職
に
対
し
適
当
で
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
報
酬
等
基
準
額
に
別
表
第
五
に
定

め
る
調
整
額
を
加
え
て
得
た
額
を
報
酬
等
基
準
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
） 

第
六
条 

第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
が
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
（
以
下
こ

の
条
か
ら
第
八
条
ま
で
に
お
い
て
「
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
外
に
勤
務
す
る
こ
と
を

命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
し
た
全
時
間
に
対
し
て
時
間
外
勤
務
手

当
に
相
当
す
る
報
酬
を
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
の
報
酬
の
額
は
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
第
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の

報
酬
の
額
に
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
で
知
事
が
定
め
る
割
合
（
そ

の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
割
合
に
百
分
の

二
十
五
を
加
算
し
た
割
合
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
正
規
の
勤
務
時
間
が
割
り

振
ら
れ
た
日
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ

の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で

の
間
の
勤
務
又
は
あ
ら
か
じ
め
割
り
振
ら
れ
た
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
（
以
下
こ
の
条
に



お
い
て
「
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
う
ち
、

そ
の
勤
務
の
時
間
と
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
一
週
間
当
た
り
三
十
八

時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
あ
っ
て
は
、
第
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間

当
た
り
の
報
酬
の
額
に
百
分
の
百
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間

で
あ
る
場
合
は
、
百
分
の
百
二
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

３ 

正
規
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
時

間
と
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
割
振
り
変
更

前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時
間
（
知
事
が
定
め
る
時
間
を
除
く
。
）
と
の

合
計
が
一
月
に
つ
い
て
六
十
時
間
を
超
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
六
十
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た

全
時
間
に
対
し
て
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
第
九
条
に
規
定
す

る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
に
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
し
た
勤
務
の
時
間
に
あ
っ
て

は
百
分
の
百
五
十
（
そ
の
勤
務
が
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
で
あ
る
場
合
は
、

百
分
の
百
七
十
五
）
、
割
振
り
変
更
前
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
時
間
に
あ
っ

て
は
百
分
の
五
十
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
を
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
と
し
て

支
給
す
る
。 

 

（
休
日
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
） 

第
七
条 

休
日
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
。
次
条

第
二
項
及
び
第
十
条
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
三
項

に
規
定
す
る
休
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤

務
し
た
全
時
間
（
休
日
に
代
わ
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
代
休
日
」
と
い
う
。
）
を
指

定
さ
れ
て
休
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
の
全
部
を
勤
務
し
た
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
者
の
休
日
に
代
わ
る
代
休
日
の
正
規
の
勤
務
時
間
中
に
勤
務
し
た
全
時
間
）
に
対

し
て
休
日
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
を
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
の
報
酬
の
額
は
、
勤
務
一
時
間
に
つ
き
、
第
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の

報
酬
の
額
に
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
で
知
事
が
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
正
規
の
勤
務
時
間
外
に
勤
務
を
し
て
も
、
前
項
の
報
酬
は

支
給
さ
れ
な
い
。 

 

（
宿
日
直
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
） 

第
八
条 

宿
直
又
は
日
直
勤
務
の
た
め
正
規
の
勤
務
時
間
外
若
し
く
は
休
日
に
お
け
る
正
規
の
勤

務
時
間
中
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
は
、
前
二
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
宿
日
直
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
を
支
給
す
る
。 

２ 

前
項
の
報
酬
の
額
は
、
給
与
条
例
第
十
六
条
第
二
項
に
定
め
る
額
と
す
る
。 

 

（
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
の
算
出
） 



第
九
条 

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り

の
報
酬
の
額
は
、
月
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者

の
報
酬
（
条
例
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
報
酬
の
額
を
い
う
。
次
項
、
第
十
二
条
及
び
第
十

七
条
第
二
項
に
お
い
て
「
基
本
報
酬
」
と
い
う
。
）
の
月
額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
そ
の

者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ
た
も
の
か
ら
知
事
が

定
め
る
時
間
を
減
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と

き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
一
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
と
す
る
。 

２ 

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報

酬
の
額
は
、
日
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
基

本
報
酬
の
日
額
を
、
そ
の
者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
で
除
し
て
得

た
額
（
そ
の
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一

円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
す
る
。 

 

（
条
例
第
二
条
第
八
項
及
び
条
例
第
六
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
者
） 

第
十
条 

条
例
第
二
条
第
八
項
及
び
条
例
第
六
条
第
四
項
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

者
と
す
る
。 

 

一 

任
期
が
六
月
未
満
の
者
（
次
項
の
規
定
に
よ
り
、
任
期
が
六
月
以
上
と
み
な
さ
れ
る
者
を

除
く
。
） 

 

二 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
該
当
し
て
休
職
に
さ
れ
て
い
る
者 

 

三 

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
て
い
る
者 

 

四 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
て
い
る
者
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
） 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
知
事
が
別
に
定
め
る
者 

２ 

任
期
が
六
月
に
満
た
な
い
者
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
と
次
に
掲
げ
る
期
間
と
の
合
計
が
六
月

以
上
と
な
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
任
期
が
六
月
以
上
の
者
と
み
な
す
。 

 

一 

同
一
会
計
年
度
内
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
、
又
は
任
用
さ
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
期
間
（
当
該
期
末
手
当
の
基
準
日
（
条
例
第
二
条
第
八
項
に
お
い
て
そ
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
一
般
職
の
常
勤
職
員
の
期
末
手
当
に
係
る
基
準
日
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
属
す
る
会
計
年
度
の
前
会
計
年
度
か
ら

基
準
日
ま
で
引
き
続
く
場
合
に
お
け
る
当
該
前
会
計
年
度
に
お
い
て
在
職
し
た
期
間
を
含
む
。） 

 

二 

職
員
か
ら
引
き
続
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
職
員
と
し
て
在
職

し
た
期
間
（
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
基
準
日
ま
で
引
き
続
き
在
職
し
て
い
る
場
合



に
限
る
。
） 

３ 

前
項
第
二
号
の
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。
）
と
す
る
。 

 
一 

給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

 

二 
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
適
用

を
受
け
る
職
員 

 

三 

埼
玉
県
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
条

例
第
六
十
四
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

 

四 

埼
玉
県
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼

玉
県
条
例
第
八
十
八
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

 

五 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二

十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員 

 

六 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
適
用
を

受
け
る
職
員 

 

七 

技
能
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
四
号
）

の
適
用
を
受
け
る
職
員 

 

八 

特
別
職
の
職
員
（
法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
特
別
職
に
属
す

る
県
の
職
員
（
臨
時
又
は
非
常
勤
の
者
を
除
く
。
）
） 

 

（
期
末
手
当
の
在
職
期
間
の
特
例
） 

第
十
一
条 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
に
は
、
基
準
日
以
前
六
月
以
内

の
期
間
に
お
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
を
算
入
す
る
。 

２ 

前
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
が
、
基
準
日
前
一
月
以
内
に
お
い
て
退
職
し
、
又
は
失
職

し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
に
係
る
在
職
期
間
に
算
入
し
な
い
。 

 

（
期
末
手
当
基
礎
額
） 

第
十
二
条 

月
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
期
末
手
当
基
礎
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
（
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
第
一
号
会
計
年
度
任

用
職
員
に
あ
っ
て
は
、
退
職
し
、
若
し
く
は
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
日
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
現
在
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き
基
本
報
酬
の
月
額
と
す
る
。 

２ 

日
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
期
末
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
基
準
日
が
属
す
る
月
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き
一
月
分
の
基
本
報
酬
の
額
と
す

る
。 

３ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
月
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
が
異
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
準
日
前

六
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
在
職
期
間
（
基
準
日
に
お
け
る
職
と
同
一
の
職
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
一
月
当
た
り
の
基
本
報
酬
の
額
の
平
均
額
と
す
る
。 



 

（
特
別
の
事
情
が
あ
る
者
の
期
末
手
当
） 

第
十
三
条 

前
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
期
間
に
お
い
て
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し

て
い
る
等
特
別
の
事
情
が
あ
る
者
に
係
る
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め

る
。 

 

（
条
例
第
三
条
の
規
則
で
定
め
る
者
等
） 

第
十
四
条 

条
例
第
三
条
の
規
則
で
定
め
る
者
及
び
こ
れ
に
対
す
る
報
酬
の
基
本
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
六
十
五
条
の
二
に
規

定
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

日
額
二
万
五
千
七
百
五
十
円 

 

二 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
六
十
五
条
の
三
に
規
定
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

 

日
額
一
万
四
十
円 

 

（
条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
者
等
） 

第
十
五
条 

条
例
第
四
条
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
県
が
実
施
す
る
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青

年
招
致
事
業
に
よ
り
任
用
す
る
外
国
青
年
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
次
の
報
酬
額
表
を
適
用
す
る
。 

 
 

 
 

 

       
 

 
 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
号
給
は
、
そ
の
者
が
同
種
の
職
務
に
在
職
し
た

年
数
等
に
応
じ
て
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
決
定
す
る
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
は
、
期
末
手
当
は
支
給
し
な
い
。 

５ 

第
一
項
に
規
定
す
る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
そ

の
他
の
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。 

 

（
給
料
の
額
） 

第
十
六
条 

条
例
第
六
条
第
二
項
の
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
料
の
額
は
、
報
酬
等
基
準

額
と
す
る
。 

２ 

第
五
条
第
三
項
の
規
定
は
、
行
政
事
務
報
酬
等
基
準
額
表
の
適
用
を
受
け
る
第
二
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
料
の
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
報
酬
等
の
減
額
） 

号給 報酬月額 

      円 

１ 280,000 

２ 300,000 

 ３ 325,000 

 ４ 330,000 

 



第
十
七
条 

会
計
年
度
任
用
職
員
が
勤
務
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
に
つ
き
任
命

権
者
の
承
認
が
あ
っ
た
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
勤
務
し
な
い
一
時
間
に
つ
き
、
次
項
に
規
定

す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与

額
を
減
額
し
て
報
酬
等
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
勤
務
し
な
い
時
間
が
月
の
初
日
か
ら
末

日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
勤
務
す
べ
き
全
時
間
で
あ
る
場
合
の
減
額
す
べ
き
額
は
、
そ
の
月
の

分
の
報
酬
又
は
給
料
及
び
地
域
手
当
の
全
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
報
酬
の
額
は
、
月
額
の
報
酬
を
受
け
る
第
一
号
会

計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
者
の
基
本
報
酬
の
月
額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
そ
の

者
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ
た
も
の
で
除
し
て
得

た
額
（
そ
の
額
に
五
十
銭
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一

円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
、
日
額
の
報
酬
を
受
け

る
第
一
号
会
計
年
度
任
用
職
員
に
あ
っ
て
は
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
額
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
第
二
号
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
は
、
給

料
の
月
額
及
び
こ
れ
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
の
合
計
額
に
十
二
を
乗
じ
、
そ
の
額
を
一
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
に
五
十
二
を
乗
じ
た
も
の
で
除
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
五
十
銭
未
満

の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
銭
以
上
一
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き

は
こ
れ
を
一
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
と
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
十
八
条 

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
等
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

行
政
事
務
報
酬
等
基
準
額
表
の
適
用
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
第
四
条
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
一
号
給
」
と
あ
る
の
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
「
十
九
号
給
」
と
、
平
成
三
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
「
十
三
号
給
」
と
、

平
成
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
「
七
号

給
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

条
例
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間



が
同
一
で
、
か
つ
、
同
種
の
職
に
在
職
し
て
い
た
者 

特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
て
い
た
報

酬
の
月
額 

 
二 

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者 

特
定
期
間
に
お
い
て
、
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
同

一
で
、
か
つ
、
同
種
の
職
に
在
職
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
る
こ

と
と
な
る
報
酬
月
額
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
が
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
て
い
た
報
酬
の

月
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
て
い
た
報
酬
の
月
額
） 

４ 

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
報
酬
と
し
て
支
給
す
る
。 

 

一 

特
定
期
間
に
月
額
に
よ
り
報
酬
を
受
け
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
日
額
に
よ
り
報

酬
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者 
そ
の
者
の
報
酬
の
日
額
が
、
特
定
期
間
に
お
い
て
、
一
日

当
た
り
の
勤
務
時
間
が
同
一
で
、
か
つ
、
同
種
の
職
に
在
職
し
た
も
の
と
し
た
場
合
に
特
定

期
間
に
お
い
て
受
け
る
こ
と
と
な
る
報
酬
の
日
額
に
相
当
す
る
額
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
相
当
す
る
額 

 

二 

特
定
期
間
に
日
額
に
よ
り
報
酬
を
受
け
、
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
月
額
に
よ
り
報
酬
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者 
そ
の
者
の
報
酬
の
月
額
が
、
特
定

期
間
に
お
い
て
、
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
同
一
で
、
か
つ
、
同
種
の
職
に
在
職
し
た

も
の
と
し
た
場
合
に
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
る
こ
と
と
な
る
報
酬
の
月
額
に
相
当
す
る
額

に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
相
当
す
る
額 

 

三 

特
定
期
間
に
日
額
に
よ
り
報
酬
を
受
け
、
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
日
額
に
よ
り
報
酬
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
者 

そ
の
者
の
報
酬
の
日
額
が
、
特
定

期
間
に
お
い
て
、
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
同
一
で
、
か
つ
、
同
種
の
職
に
在
職
し
た
も

の
と
し
た
場
合
に
特
定
期
間
に
お
い
て
受
け
る
こ
と
と
な
る
報
酬
の
日
額
に
相
当
す
る
額
に

達
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
相
当
す
る
額 

           

職種 医師及び歯科医師

号給 月額

円

1 434,300

別表第１（第２条関係）

医療職報酬等基準額表⑴



                                  

職種
薬剤師
獣医師

管理栄養士

栄養士（管
理栄養士を
除く。）
衛生検査技
師

診療放射線
技師
臨床検査技
師
理学療法士
作業療法士
視能訓練士
言語聴覚士

義肢装具士 歯科衛生士 歯科技工士

号給 月額 月額 月額 月額 月額 月額 月額

円 円 円 円 円 円 円

1 241,500 201,750 179,550 198,500 207,700 189,200 196,400

2 181,450 200,000 191,000 198,300

3 183,350 201,500 192,500 200,200

4 185,250 203,000 194,400 202,100

5 187,050 204,600 196,400 203,900

6 188,950 205,900 198,300 205,800

7 190,850 207,400 200,200 207,700

8 192,350 210,300 202,100

9 193,850 203,900

10 195,350 205,800

11 196,950 207,700

12 198,250

13 199,750

14 201,750

別表第２（第２条関係）

医療職報酬等基準額表⑵

職種 保健師

看護師
（外来業務以
外の業務に従
事するもの）

看護師
（外来業務に
従事するもの)

准看護師
（外来業務以
外の業務に従
事するもの）

准看護師
（外来業務に
従事するもの)

号給 月額 月額 月額 月額 月額

円 円 円 円 円

1 214,200 210,600 201,750 178,600 171,250

2 215,600 212,900 204,050

3 217,000 215,200 206,350

4 218,200 217,500 208,650

5 219,600 219,900 211,050

6 221,000

7 222,500

別表第３（第２条関係）

医療職報酬等基準額表⑶



                                  

標準的な会計年度任用職員の職務を
行うもの

相当の知識又は経験を必要とする会
計年度任用職員の職務を行うもの

号給 月額 月額

円 円

1 148,600 187,200

2 149,700 188,900

3 150,800 190,700

4 151,900 192,400

5 153,000 194,000

6 154,400 195,400

7 155,700 196,900

8 157,000 198,400

9 158,300 199,700

10 159,800 201,000

11 161,300 202,200

12 162,900 203,500

13 164,200 204,800

14 165,700 206,100

15 167,200 207,400

16 168,700 208,700

17 170,100 209,800

18 172,800 211,100

別表第４（第２条関係）

行政事務報酬等基準額表

職種

前記以外の職

19 175,400 212,400

20 178,000 213,700

21 180,700 214,800

22 182,400 215,900

23 184,000 216,900

24 185,700 218,000

25 187,200 219,100



 

調整数 調整額 

      円 

１ 5,500 

２ 11,000 

 ３ 16,500 

 ４ 22,000 

 

別表第５（第５条、第１６条関係） 

    報酬等の調整額表 

 



規

則 
 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号 

 
 

 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
号
中
「
受
け
る
も
の
」
の
下
に
「
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
教
育
職
員
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
三
条
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条

第
三
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
二
号
を

第
四
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

二 

条
例
第
十
二
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
の
う
ち
、
学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
号
）
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
夜
間
学
級
担
当
手
当
（
以
下
「
夜
間
学
級
担
当
手
当
」
と
い
う
。
）
を
支
給
さ
れ
る
教

育
職
員
で
、
夜
間
学
級
（
夜
間
に
お
い
て
授
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
置
く
学
校
に
勤

務
す
る
も
の 

そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
そ
の
者
の
受
け
る
号
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
に
掲
げ

る
額
に
四
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
額
（
夜
間
学
級
担
当
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
期
間
に
あ

つ
て
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
額
） 

三 

条
例
第
十
二
条
の
九
第
一
項
に
規
定
す
る
教
育
職
員
の
う
ち
、
夜
間
学
級
担
当
手
当
を
支

給
さ
れ
る
教
育
職
員
で
、
前
号
に
掲
げ
る
教
育
職
員
以
外
の
も
の 

そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
及
び
そ
の
者
の
受
け
る
号
給
に
対
応
す
る
別
表
第
一
に
掲
げ

る
額
に
四
分
の
二
を
乗
じ
て
得
た
額
（
夜
間
学
級
担
当
手
当
の
支
給
を
受
け
な
い
期
間
に
あ

つ
て
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
額
） 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則    新 旧 対 照 表                     （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ）  

新 旧 

   義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

   義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 に 関 す る 規 則 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

 （ 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 の 月 額 ） 

第 三 条 （ 略 ） 

 一 条 例 第 十 二 条 の 九 第 一 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 で 教 育 職 給 料 表( 二) の

適 用 を 受 け る も の （ 次 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 教 育 職 員 を 除 く 。 ） 

      そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 及 び そ の 者 の 受 け る 号 給 （ そ の 者 が 、 法 第

二 十 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 六 第 一

項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 教 育 職 員 で あ る と き は 、 そ

の 者 の 属 す る 職 務 の 級 と す る 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 応 す る 別 表 第 一 に 掲 げ

る 額 

 二 条 例 第 十 二 条 の 九 第 一 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 の う ち 、 学 校 職 員 の 特

殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 埼 玉 県 条 例 第 三 十 号 ） 第 七 条 の

二 第 一 項 の 規 定 に よ る 夜 間 学 級 担 当 手 当 （ 以 下 「 夜 間 学 級 担 当 手 当 」

と い う 。 ） を 支 給 さ れ る 教 育 職 員 で 、 夜 間 学 級 （ 夜 間 に お い て 授 業 を 行

う も の に 限 る 。 ） を 置 く 学 校 に 勤 務 す る も の 

   そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 及 び そ の 者 の 受 け る 号 給 に 対 応 す る 別 表 第

一 に 掲 げ る 額 に 四 分 の 三 を 乗 じ て 得 た 額 （ 夜 間 学 級 担 当 手 当 の 支 給 を

受 け な い 期 間 に あ つ て は 、 別 表 第 一 に 掲 げ る 額 ） 

 三 条 例 第 十 二 条 の 九 第 一 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 の う ち 、 夜 間 学 級 担 当

手 当 を 支 給 さ れ る 教 育 職 員 で 、 前 号 に 掲 げ る 教 育 職 員 以 外 の も の 

   そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 及 び そ の 者 の 受 け る 号 給 に 対 応 す る 別 表 第

一 に 掲 げ る 額 に 四 分 の 二 を 乗 じ て 得 た 額 （ 夜 間 学 級 担 当 手 当 の 支 給 を

受 け な い 期 間 に あ つ て は 、 別 表 第 一 に 掲 げ る 額 ） 

 四 （ 略 ） 

 五 前 条 に 規 定 す る 教 育 職 員 で 高 等 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 の 高 等 部 に 勤

務 す る も の( 次 号 及 び 第 七 号 に 掲 げ る 教 育 職 員 を 除 く 。 ） 

      そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 及 び そ の 者 の 受 け る 号 給 に 対 応 す る 別 表 第

二 に 掲 げ る 額 

 六 ～ 八 （ 略 ） 

 

 （ 義 務 教 育 等 教 員 特 別 手 当 の 月 額 ） 

第 三 条 （ 略 ） 

 一 条 例 第 十 二 条 の 九 第 一 項 に 規 定 す る 教 育 職 員 で 教 育 職 給 料 表( 二) の

適 用 を 受 け る も の 

      そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 及 び そ の 者 の 受 け る 号 給 （ そ の 者 が 、 法 第

二 十 八 条 の 四 第 一 項 、 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 六 第 一

項 若 し く は 第 二 項 の 規 定 に よ り 採 用 さ れ た 教 育 職 員 で あ る と き は 、 そ

の 者 の 属 す る 職 務 の 級 と す る 。 以 下 同 じ 。 ） に 対 応 す る 別 表 第 一 に 掲 げ

る 額 

 （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 二 （ 略 ） 

 三 前 条 に 規 定 す る 教 育 職 員 で 高 等 学 校 又 は 特 別 支 援 学 校 の 高 等 部 に 勤

務 す る も の( 次 号 及 び 第 五 号 に 掲 げ る 教 育 職 員 を 除 く 。 ） 

      そ の 者 の 属 す る 職 務 の 級 及 び そ の 者 の 受 け る 号 給 に 対 応 す る 別 表 第

二 に 掲 げ る 額 

 四 ～ 六 （ 略 ） 

 



第 四 条 （ 略 ） 

 
別 表 第 一 ・ 別 表 第 二 （ 略 ） 

第 四 条 （ 略 ） 

 

別 表 第 一 ・ 別 表 第 二 （ 略 ） 

  

 



規

則 
 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

松 

弥 

生 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号 

 
 

 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

学
校
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。 

 

四 

条
例
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
職
員 

市
町
村
立
の
中
学
校
等
（
中
学
校
及
び
義

務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
夜
間
学
級
に
お
け
る
授
業
の
た
め
の

勤
務 

 

五 

条
例
第
四
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
職
員 
市
町
村
立
の
中
学
校
等
の
夜
間
学
級
以
外

の
学
級
に
お
け
る
授
業
の
た
め
の
勤
務 

 

第
八
条
を
第
九
条
と
す
る
。 

 

第
七
条
第
二
項
中
「
第
五
条
第
一
項
第
一
号
」
の
下
に
「
及
び
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
」
を

加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
き
を
加
え
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。 

た
だ
し
、
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
特
殊
勤
務
手
当
は
、
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
引
き
続
き
十
六
日
以
上
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
支
給
し
な

い
。 

一 

出
張
中
の
場
合 

二 

研
修
中
の
場
合 

三 

勤
務
し
な
か
っ
た
場
合
（
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
に
お
い
て
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
九
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規

定
を
準
用
す
る
場
合
及
び
公
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
地
方
公
務
員
災
害
補
償

法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
。
以
下
「
補
償
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣

さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
一
号
）
に
定
め
る

派
遣
職
員
の
派
遣
先
で
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
補
償
法
第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
を
含
む
。
）
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号
）
に
定
め
る
派
遣
職
員
の
派
遣

先
団
体
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
労
働

者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤

（
当
該
派
遣
先
団
体
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
補
償
法
第
二
条
第



二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
条
第
二
項
及
び
第

三
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
同

条
例
に
定
め
る
退
職
派
遣
者
の
特
定
法
人
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
業
務
上
の
負

傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
（
当

該
特
定
法
人
に
お
い
て
就
い
て
い
た
業
務
に
係
る
就
業
の
場
所
を
補
償
法
第
二
条
第
二
項
第

一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
勤
務
場
所
と
み
な
し
た
場
合
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に

規
定
す
る
通
勤
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
よ
り
、
承
認

を
得
て
勤
務
し
な
か
っ
た
場
合
を
除
く
。
） 

 

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
夜
間
学
級
担
当
手
当
） 

第
七
条 

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は
、
同
項
に
規
定
す
る
職

を
占
め
る
学
校
職
員
の
職
務
の
級
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
（
地
方
公
務
員
法
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項

又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
学
校
職
員
で
同

法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
に
あ
っ
て
は
そ
の

額
に
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
。

以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得

た
数
を
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
育
児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務

を
し
て
い
る
学
校
職
員
及
び
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る

学
校
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
、
育
児
休
業

法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
そ
の
額
に
勤
務
時
間
条
例
第

三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤

務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。 

 

一 

一
級 

一
万
四
千
円 

 

二 

二
級 

一
万
八
千
円 

 

三 

特
二
級 

一
万
九
千
円 

 

四 

三
級 

二
万
円 

 

五 

四
級 

二
万
千
円 

２ 

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
管
理
職
手
当
の
支
給
を
受

け
る
者
に
係
る
条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
規
定



に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
百
分
の
八
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

３ 

条
例
第
七
条
の
二
第
二
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
夜
間
の
業
務
は
、
勤
務
時
間
条
例

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
の
一
部
又
は
全
部
が
午
後
七
時
後

翌
日
の
午
前
六
時
三
十
分
前
に
お
い
て
行
わ
れ
る
業
務
と
す
る
。 

 

別
表
小
学
校
の
項
中
「
小
学
校
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
表
中
学
校
の
項
中
「
中
学
校
」

の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
備
考
二
中
「
小
学
校
」
の
下
に
「
等
（
小
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
）
」
を

加
え
、
同
表
備
考
三
中
「
中
学
校
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   



 学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則     新 旧 対 照 表                     （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 

   学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

   学 校 職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 規 則 

 

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ） 

 

 （ 兼 務 手 当 ） 

第 三 条 条 例 第 四 条 第 二 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 勤 務 は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 勤 務 と す る 。 

一 ～ 三 （ 略 ） 

四 条 例 第 四 条 第 一 項 第 四 号 に 掲 げ る 職 員  市 町 村 立 の 中 学 校 等 （ 中 学

校 及 び 義 務 教 育 学 校 の 後 期 課 程 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 夜 間 学 級 に お け

る 授 業 の た め の 勤 務 

五 条 例 第 四 条 第 一 項 第 五 号 に 掲 げ る 職 員  市 町 村 立 の 中 学 校 等 の 夜 間

学 級 以 外 の 学 級 に お け る 授 業 の た め の 勤 務 

 

 （ 兼 務 手 当 ） 

第 三 条 条 例 第 四 条 第 二 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 勤 務 は 、 次 の 各 号 に

掲 げ る 職 員 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 勤 務 と す る 。 

 一 ～ 三 （ 略 ） 

 （ 新 設 ） 

 

 

第 四 条 ～ 第 六 条 （ 略 ） 

 

第 四 条 ～ 第 六 条 （ 略 ） 

 

 （ 夜 間 学 級 担 当 手 当 ） 

第 七 条  条 例 第 七 条 の 二 第 一 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 額 は 、 同 項 に 規

定 す る 職 を 占 め る 学 校 職 員 の 職 務 の 級 に 応 じ て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 額 （ 地

方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十 一 号 ） 第 二 十 八 条 の 四 第 一 項 、

第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 又 は 第 二 十 八 条 の 六 第 一 項 若 し く は 第 二 項 の 規 定

に よ り 採 用 さ れ た 学 校 職 員 で 同 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 の 職 を 占 め る も の に あ っ て は そ の 額 に 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇

等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼 玉 県 条 例 第 二 十 八 号 。 以 下 こ の 項 及 び 第 三

項 に お い て 「 勤 務 時 間 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 三 項 の 規 定 に よ り 定 め ら

れ た そ の 者 の 勤 務 時 間 を 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数

を 、 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 。 以

下 こ の 項 に お い て 「 育 児 休 業 法 」 と い う 。 ） 第 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 育 児

短 時 間 勤 務 を し て い る 学 校 職 員 及 び 育 児 休 業 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 短

時 間 勤 務 を し て い る 学 校 職 員 に あ っ て は そ の 額 に 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第

二 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た そ の 者 の 勤 務 時 間 を 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

勤 務 時 間 で 除 し て 得 た 数 を 、 育 児 休 業 法 第 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 短 時

間 勤 務 職 員 に あ っ て は そ の 額 に 勤 務 時 間 条 例 第 三 条 第 四 項 の 規 定 に よ り

 （ 新 設 ） 

 



定 め ら れ た そ の 者 の 勤 務 時 間 を 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 勤 務 時 間 で 除 し て

得 た 数 を そ れ ぞ れ 乗 じ て 得 た 額 と し 、 そ の 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と

き は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て た 額 と す る 。 ） と す る 。 

 一 一 級  一 万 四 千 円 

 二 二 級  一 万 八 千 円 

 三 特 二 級  一 万 九 千 円 

 四 三 級  二 万 円 

 五 四 級  二 万 千 円 

２ 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 二 条 の 六 の 規 定 に よ る 管 理 職 手 当 の

支 給 を 受 け る 者 に 係 る 条 例 第 七 条 の 二 第 一 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る

額 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 額 に 百 分 の 八 十 を 乗

じ て 得 た 額 と す る 。 

３ 条 例 第 七 条 の 二 第 二 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 夜 間 の 業 務 は 、 勤 務

時 間 条 例 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 に よ る 勤 務 の 一 部 又 は

全 部 が 午 後 七 時 後 翌 日 の 午 前 六 時 三 十 分 前 に お い て 行 わ れ る 業 務 と す

る 。 

 

 （ 特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 方 法 ） 

第 八 条  （ 略 ） 

２ 条 例 第 五 条 第 一 項 第 一 号 及 び 条 例 第 七 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 特 殊 勤

務 手 当 は 、 給 料 の 支 給 方 法 に 準 じ て 支 給 す る 。 た だ し 、 条 例 第 七 条 の 二

第 一 項 の 特 殊 勤 務 手 当 は 、 月 の 一 日 か ら 末 日 ま で の 間 に お い て 引 き 続 き

十 六 日 以 上 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 、 支 給 し な い 。 

 （ 特 殊 勤 務 手 当 の 支 給 方 法 ） 

第 七 条  （ 略 ） 

２ 条 例 第 五 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 特 殊 勤 務 手 当 は 、 給 料 の 支 給 方 法

に 準 じ て 支 給 す る 。 

 

一 出 張 中 の 場 合 

二 研 修 中 の 場 合 

三 勤 務 し な か っ た 場 合 （ 学 校 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 第 十 三 条 に お い

て 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 七 年 埼 玉 県 条 例 第 十 九 号 ） 第 二

十 一 条 第 一 項 の 規 定 を 準 用 す る 場 合 及 び 公 務 上 の 負 傷 若 し く は 疾 病 若

し く は 地 方 公 務 員 災 害 補 償 法 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律 第 百 二 十 一 号 。 以 下

「 補 償 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 通 勤 に よ る 負 傷 若 し く

は 疾 病 （ 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関

す る 条 例 （ 昭 和 六 十 三 年 埼 玉 県 条 例 第 一 号 ） に 定 め る 派 遣 職 員 の 派 遣

先 で の 業 務 上 の 負 傷 若 し く は 疾 病 又 は 補 償 法 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る

通 勤 に よ る 負 傷 若 し く は 疾 病 を 含 む 。 ） 、 公 益 的 法 人 等 へ の 職 員 の 派

遣 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 三 年 埼 玉 県 条 例 第 七 十 二 号 ） に 定 め る 派 遣

職 員 の 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 業 務 上 の 負 傷 若 し く

 



特 別 支 援 学 校

高 等 学 校

中 学 校 等

小 学 校 等

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 高 等

部 に 置 か れ る 進 路 指 導 主 事 、 保 健 主 事 、 学

科 主 任 、 農 場 長 、 寮 務 主 任

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 進 路

指 導 主 事 、 保 健 主 事 、 学 年 主 任 、 農 場 長

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 進 路

指 導 主 事 、 保 健 主 事

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 保 健

主 事 、 分 校 主 任

は 疾 病 若 し く は 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 五 十 号 ）

第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 通 勤 （ 当 該 派 遣 先 団 体 に お い て 就 い て い た 業

務 に 係 る 就 業 の 場 所 を 補 償 法 第 二 条 第 二 項 第 一 号 及 び 第 二 号 に 規 定 す

る 勤 務 場 所 と み な し た 場 合 に 同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 通 勤 に

該 当 す る も の に 限 る 。 ） に よ る 負 傷 若 し く は 疾 病 又 は 同 条 例 に 定 め る

退 職 派 遣 者 の 特 定 法 人 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 業 務 上 の 負 傷 若

し く は 疾 病 若 し く は 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 第 七 条 第 二 項 に 規 定 す る 通

勤 （ 当 該 特 定 法 人 に お い て 就 い て い た 業 務 に 係 る 就 業 の 場 所 を 補 償 法

第 二 条 第 二 項 第 一 号 及 び 第 二 号 に 規 定 す る 勤 務 場 所 と み な し た 場 合 に

同 条 第 二 項 及 び 第 三 項 に 規 定 す る 通 勤 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） に よ

る 負 傷 若 し く は 疾 病 に よ り 、 承 認 を 得 て 勤 務 し な か っ た 場 合 を 除 く 。 ） 

  

３ （ 略 ） 

 

３ （ 略 ） 

第 九 条  （ 略 ） 

 

第 八 条  （ 略 ） 

別 表 （ 第 六 条 関 係 ） 別 表 （ 第 六 条 関 係 ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備 考 こ の 表 に お い て 次 に 掲 げ る 主 任 等 は 、 そ れ ぞ れ 次 に 掲 げ る も の を

い う 。 

一 学 年 主 任 同 学 年 の 児 童 又 は 生 徒 で 編 成 さ れ た 学 級 の 数 が 三 以 上 で

あ る 学 年 に 置 か れ る も の 

二 生 徒 指 導 主 任 小 学 校 等( 小 学 校 及 び 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 ） に あ

っ て は 六 学 級 以 上 、 そ の 他 の 学 校 に あ っ て は 三 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か

備 考 こ の 表 に お い て 次 に 掲 げ る 主 任 等 は 、 そ れ ぞ れ 次 に 掲 げ る も の を

い う 。 

一 学 年 主 任 同 学 年 の 児 童 又 は 生 徒 で 編 成 さ れ た 学 級 の 数 が 三 以 上 で

あ る 学 年 に 置 か れ る も の 

二 生 徒 指 導 主 任 小 学 校 に あ っ て は 六 学 級 以 上 、 そ の 他 の 学 校 に あ っ

て は 三 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 

特 別 支 援 学 校

高 等 学 校

中 学 校

小 学 校

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 高 等

部 に 置 か れ る 進 路 指 導 主 事 、 保 健 主 事 、 学

科 主 任 、 農 場 長 、 寮 務 主 任

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 進 路

指 導 主 事 、 保 健 主 事 、 学 年 主 任 、 農 場 長

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 進 路

指 導 主 事 、 保 健 主 事

教 務 主 任 、 学 年 主 任 、 生 徒 指 導 主 任 、 保 健

主 事 、 分 校 主 任



れ る も の 

三 進 路 指 導 主 事 中 学 校 等 に あ っ て は 六 学 級 以 上 、 そ の 他 の 学 校 に あ

っ て は 三 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 
四 保 健 主 事 六 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 

五 学 校 主 任 、 農 場 長 及 び 寮 務 主 任 三 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 

 

三 進 路 指 導 主 事 中 学 校 に あ っ て は 六 学 級 以 上 、 そ の 他 の 学 校 に あ っ

て は 三 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 

四 保 健 主 事 六 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 

五 学 校 主 任 、 農 場 長 及 び 寮 務 主 任 三 学 級 以 上 の 学 校 に 置 か れ る も の 
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学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

（
学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

学
校
職
員
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
七
条
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。 

 

（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会

規
則
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。 

 

（
学
校
職
員
の
宿
直
勤
務
及
び
日
直
勤
務
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

 
 

第
三
条 

学
校
職
員
の
宿
直
勤
務
及
び
日
直
勤
務
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
埼
玉
県
教
育

委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
条
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
第
一
項
」
を
加
え
る
。 
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こ
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則
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平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則     新 旧 対 照 表                      

 第 一 条 関 係                                                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 

  

第 一 条 ～ 第 六 条 （ 略 ）  第 一 条 ～ 第 六 条 （ 略 ） 

 

第 七 条 前 条 の 通 勤 の 経 路 又 は 方 法 は 、 往 路 と 帰 路 と を 異 に し 、 又 は 往 路

と 帰 路 と に お け る そ れ ぞ れ の 通 勤 の 方 法 を 異 に す る も の で あ つ て は な ら

な い 。 た だ し 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼

玉 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 が 深 夜 に

及 ぶ た め こ れ に よ り 難 い 場 合 等 正 当 な 事 由 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 。 

第 七 条 前 条 の 通 勤 の 経 路 又 は 方 法 は 、 往 路 と 帰 路 と を 異 に し 、 又 は 往 路

と 帰 路 と に お け る そ れ ぞ れ の 通 勤 の 方 法 を 異 に す る も の で あ つ て は な ら

な い 。 た だ し 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七 年 埼

玉 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 八 条 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 が 深 夜 に 及 ぶ た

め こ れ に よ り 難 い 場 合 等 正 当 な 事 由 が あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。 

第 八 条 ～ 第 十 五 条 （ 略 ）  第 八 条 ～ 第 十 五 条 （ 略 ） 
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学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則      新 旧 対 照 表 

 第 二 条 関 係                                                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
定 時 制 通 信 教 育 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 定 時 制 通 信 教 育 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 

  

第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ）  第 一 条 ・ 第 二 条 （ 略 ）  

 

（ 夜 間 の 業 務 ） （ 夜 間 の 業 務 ） 

第 三 条 条 例 第 十 二 条 の 七 第 二 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 夜 間 の 業 務 は 、

勤 務 時 間 条 例 第 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 に よ る 勤 務 の 一 部

又 は 全 部 が 午 後 七 時 後 翌 日 の 午 前 六 時 三 十 分 前 に お い て 行 わ れ る 業 務 と

す る 。 

 

第 四 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 

 

第 三 条 条 例 第 十 二 条 の 七 第 二 項 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 夜 間 の 業 務 は 、

勤 務 時 間 条 例 第 八 条 に 規 定 す る 正 規 の 勤 務 時 間 に よ る 勤 務 の 一 部 又 は 全

部 が 午 後 七 時 後 翌 日 の 午 前 六 時 三 十 分 前 に お い て 行 わ れ る 業 務 と す る 。 

 

 

第 四 条 ～ 第 七 条 （ 略 ） 

 

 



1/1  

 学 校 職 員 の 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則     新 旧 対 照 表                       

 第 三 条 関 係                                                    （ 傍 線 の 部 分 は 、 改 正 部 分 ） 

新 旧 
学 校 職 員 の 宿 直 勤 務 及 び 日 直 勤 務 に 関 す る 規 則 

 

学 校 職 員 の 宿 直 勤 務 及 び 日 直 勤 務 に 関 す る 規 則 

（ 趣 旨 ） （ 趣 旨 ） 

第 一 条 こ の 規 則 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七

年 埼 玉 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 学 校 職 員 の 宿

直 勤 務 及 び 日 直 勤 務 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

 

第 二 条 ・ 第 三 条 （ 略 ） 

 

第 一 条 こ の 規 則 は 、 学 校 職 員 の 勤 務 時 間 、 休 暇 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 七

年 埼 玉 県 条 例 第 二 十 八 号 ） 第 八 条 の 規 定 に 基 づ き 、 学 校 職 員 の 宿 直 勤 務

及 び 日 直 勤 務 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。 

 

第 二 条 ・ 第 三 条 （ 略 ） 

 



                        教 職 第 １ ２ ２ ８ 号 
                        平成３１年３月２９日  

 
 各市町村教育委員会教育長 
 各 市 町 村 立 学 校 長     
 各 県 立 学 校 長      
 関 係 各 課 所 館 長 

 
 
                       埼玉県教育委員会教育長  
                                                      （公印省略）  
 
   「学校職員の通勤手当の運用について」の一部改正について（通知）  

 
 「学校職員の通勤手当の運用について」（昭和４８年４月１６日付け数学第

１５号）の一部を下記のとおり改正したので、平成３１年４月１日以降は、こ

れによってください。  
 

記 

 
 別紙を次のように改める。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
                担当 教育総務部教職員課給与制度担当  
                電話 ０４８－８３０－６６６７  
 
 

様  
 



別紙 通 勤 届

様 年 月 日提出

勤務学校名

所 在 地

職名・氏名 ○印

住 居

学校職員の通勤手当に関する規則第３条の規定に基づき通勤の実情を届け出ます。

順路 通勤方法の別 区 間 距 離 所要時間 乗車券等の種類 左欄の乗車券等の額 備 考

１ 住居 から( 経由) まで ． km 時間 分 円

２ から( ) まで ． km 時間 分 円

３ から( ) まで ． km 時間 分 円

４ から( ) まで ． km 時間 分 円

５ から( ) まで ． km 時間 分 円

６ から( ) まで ． km 時間 分 円

他に利用できる 総通勤距離 ・ km
交通機関等の名称

総所要時間 時間 分及び利用区間等

通勤経路の略図（経路朱線。別紙添付の場合は本欄にその旨記入すること。）

【新幹線鉄道等利用者のみ記入すること】 新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等

順路 通勤方法の別 区 間 距 離 所要時間 備 考

１ 住居 から( 経由) まで ． km 時間 分

２ から( ) まで ． km 時間 分

３ から( ) まで ． km 時間 分

４ から( ) まで ． km 時間 分

５ から( ) まで ． km 時間 分

６ から( ) まで ． km 時間 分

他に利用できる 総通勤距離 ・ km
交通機関等の名称

総所要時間 時間 分及び利用区間等

記入上の注意
１ この届には通常行っている通勤の実情のみを記入し、例外的な方法等は記入しない。
２ 「主な届出の理由」欄には、通勤届の主な理由の一について□にレ印を付する。
３ 「通勤方法の別」欄には、通勤の順路に従い徒歩、自転車、○○線、○○新幹線等の別を記入する。
４ 「乗車券等の種類」欄には、定期券(６箇月)、11枚綴回数券、優待乗車券等の別を記入する。
５ 「左欄の乗車券等の額」欄には、定期券(６箇月)の価額、11枚綴回数券の額等乗車券に応ずる額を記入する。
６ 往路と復路が異なる場合は、「備考欄」にその旨と理由を記入する。
７ 通勤経路の略図（経路朱線）は、別紙添付として差し支えない。なお、この場合は「通勤経路の略図」欄にその旨を記入する。
８ 新幹線鉄道等を利用している者は、下欄に新幹線鉄道等を利用しない場合の通勤の経路及び方法等を記入する。

主な届出の理由
□ 新規（異動の場合を含む。）
□ 住居の変更
□ 通勤経路の変更
□ 通勤方法の変更
□ 運賃等の負担額の変更
上記事実の発生年月日

年 月 日

氏 名
職員番号



（裏面）
氏 名
職員番号

確認及び決定欄 年 月 日 受理
算 出 の 基 礎 と な る 定期券

普 順 普 通 交 通 機 関 等 回数券 運賃等の額の算出基礎 運賃等相当額 １箇月当た 普通交通機関等 支給月 備考
通 路 普通交通機 その他 りの運賃等 認定の始期 (毎月支給
交 関等の名称 利用区間 の 別 相当額 は省略）
機

１
円

関 ( 箇月)
円 年 月から

等
２

円
利 ( 箇月)

円 年 月から

用 ３ 円
者 ( 箇月)

円 年 月から

４
円

( 箇月)
円 年 月から

自動車等の額 （自動車等の使用距離 ．ｋｍ）（加算額 円） 円
普通交通機関等と自動車等の合計額 円 １箇月当たりの運賃等相当額の合計額 円
１箇月当たりの運賃等相当額が ｛55,000＋( )｝×〔 箇月〕＝ 円
55,000円を超えるとき （差額２分の１相当額（20,000円が限度） 円） 年 月から

新 算 出 の 基 礎 と な る 定期券 １箇月当た
幹 順 新 幹 線 鉄 道 等 回数券 特別料金等の額 特別料金等２ りの特別料 新幹線鉄道等 支給月 備考
線 路 新幹線鉄道 その他 の算出基礎 分の１相当額 金等２分の 認定の始期 (毎月支給
鉄 等の名称 利用区間 の 別 １相当額 は省略）
道 １ 円
等 ( 箇月)

円 年 月から

利
２

円
用 ( 箇月)

円 年 月から

者 １箇月当たりの特別料金等２分の１相当額の合計額 円
１箇月当たりの特別料金等２分の１
相当額が20,000円を超えるとき

20,000×〔 箇月〕＝ 円 年 月から

条例第９条の５第１項 □該当（□規則第５条：歩行困難） 備考
決 □第１号：交通機関

□第２号：自動車等使用 (□規則第８条の２（通勤所要回数 回）)定
□第３号：併用 (□規則第８条の２（通勤所要回数 回）)

事 規則第８条の３ □第１号 □第２号 □第３号
項 条例第９条の５第１項 □非該当（理由： ）

□条例第９条の５第３項該当：新幹線鉄道等利用（□：往復 □：片道）
学校職員の給与に関する条例第９条の５及び学校職員の通勤手当に関する 取

規則の規定に従い上記のとおり確認し決定する。 扱
職 名 者

年 月 日 認
氏 名 □印 印

運賃等改定、支給単位期間変更等及び返納に係る確認及び決定欄
□運賃等改定 □規定改正

年 月 日適用
自動車等

□支給単位期間変更 加算額 円 55,000円を超えるとき

普通交通機関等 年 月適用 円 円
順 定期券 運賃等 １箇月当たりの 普通交通機関等 支給月 取

路 等の別 相当額 運賃等相当額 の認定の始期 (毎月支給は省略) 扱
円 者１

（ 箇月) 円 から 認
円 印２

（ 箇月)
円 から

加算額 円 55,000円を超えるとき

円 年 月適用 円 円３
（ 箇月) 円 から 取

円 扱４
（ 箇月)

円 から
者

自動車等 ( . km) 円 認
１箇月当たりの運賃等相当額の合計額 円 印
1箇月当たりの運賃等相当額が 円 加算額 円 55,000円を超えるとき

55,000円を超えるとき 年 月から 年 月適用 円 円
新幹線鉄道等 取
順 定期券 特別料金等２ １箇月当たりの特別料 新幹線鉄道等 支給月 扱
路 等の別 分の１相当額 金等２分の１相当額 の認定の始期 者

円 認１
（ 箇月)

円 年 月から 印
円 加算額 円 55,000円を超えるとき２

（ 箇月) 円 年 月から 年 月適用 円 円
1箇月当たりの特別料金等２分の１ 円 取
相当額が20,000円を超えるとき 年 月から 扱
□返納 返納事由(規則第12条の２第１項): 者
対象普通交通機関 払戻金相当額(払戻金 払戻金相当額 事由発生年月 認
等(新幹線鉄道等) 1/2相当額)の算出基礎 (払戻金1/2) 印
１ 円 年 月 加算額 円 55,000円を超えるとき

２ 円 年 月 年 月適用 円 円
３ 円 年 月 取

４ 円 年 月 扱
年 月 日決定 者

備考： 認
取 印
扱
者
認
印



 

 

                                新旧対照表 

〇学校職員の通勤手当の運用について（通知） 

                                                         （下線部分は、改正部分） 

新 旧 

第２条関係～第１５条関係（略）

 
 

第２条関係～第１５条関係（略） 

 

 



 

 

新 旧 

  

 



                        教職第１２１８－１号  
                        平成３１年３月２９日  

 
 各市町村教育委員会教育長  
 各 市 町 村 立 学 校 長      
 各 県 立 学 校 長      
 関 係 各 課 所 館 長  

 
 
                       埼玉県教育委員会教育長  
                                                      （公印省略）  
 
   「扶養手当認定事務の取扱いについて」の一部改正について（通知） 

 
 「扶養手当認定事務の取扱いについて」（昭和６１年６月２５日付け教高第

５３４号）の一部を下記のとおり改正したので、平成３１年４月１日以降はこ

れによってください。  
 

記 

 
 様式第３号から様式第８号中「平成  年  月  日」を「年  月  日」

に改める。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
                担当 教育総務部教職員課給与制度担当  
                電話 ０４８－８３０－６６６７  

様  
 



 

 

                                新旧対照表 

〇扶養手当認定事務の取扱いについて（通知） 

                                                         （下線部分は、改正部分） 

新 旧 

第１～第７（略） 

別表、様式第１号及び様式第２号（略） 
様式第３号 

所 得 に 関 す る 申 立 書 
 

  年  月  日 
 

（任命権者又はその委任を受けた者）  様 

 
所属所名 
氏  名             ㊞ 

 
下記について、事実と相違ないことを申し立てます。  
なお、事実に変更があった場合は、直ちにその旨を申し立てます。  

記 

扶養親族の氏名 
 

続柄 
 

 
所得の有無 
   □有 
      ・所得の種類   □給与所得 □事業所得 □不動産所得 
               □老齢年金 □遺族年金 □障害者年金 
               その他の所得・年金（        ） 
      ・所 得 額   （年額              円） 
               （月泊              円） 
      ・年 金 額   （年額              円） 
 
   □無 

 
 失業給付の受給状況（離職の場合） 
   □受給する （     年     月から） 
   □受給しない（理由                     ） 

 
 (1)  所得の種類は、該当するすべての所得、年金にレを記入する。 

 (2)  所得額とは、今後１年間に見込まれる所得額をいう。なお、給与所得など月単位で収入のある 

所得については月額欄に記入する。 

 (3) 「失業給付の受給状況」」は、新たに扶養親族として認定をうけようとする場合に記入する。  

第１～第７（略） 

別表、様式第１号及び様式第２号（略） 
様式第３号 

所 得 に 関 す る 申 立 書 
 

平成  年  月  日 
 

（任命権者又はその委任を受けた者）  様 

 
所属所名 
氏  名             ㊞ 

 
下記について、事実と相違ないことを申し立てます。  
なお、事実に変更があった場合は、直ちにその旨を申し立てます。  

記 

扶養親族の氏名 
 

続柄 
 

 
所得の有無 
   □有 
      ・所得の種類   □給与所得 □事業所得 □不動産所得 
               □老齢年金 □遺族年金 □障害者年金 
               その他の所得・年金（        ） 
      ・所 得 額   （年額              円） 
               （月泊              円） 
      ・年 金 額   （年額              円） 
 
   □無 

 
 失業給付の受給状況（離職の場合） 
   □受給する （     年     月から） 
   □受給しない（理由                     ） 

 
 (1)  所得の種類は、該当するすべての所得、年金にレを記入する。 

 (2)  所得額とは、今後１年間に見込まれる所得額をいう。なお、給与所得など月単位で収入のある 

所得については月額欄に記入する。 

 (3) 「失業給付の受給状況」」は、新たに扶養親族として認定をうけようとする場合に記入する。  



 

 

 

新 旧 
様式第４号 

所 得 証 明 願 
 

   年   月   日 
 

市町村長                    様 
 

住 所 
申 請 者 

氏 名                  ㊞ 
 

扶養親族認定申請のため必要なので、下記事項について証明  

願います。  

 

所 得 者 氏 名 所得の種類 収 入 金 額 所 得 金 額 摘     要 

     

     

     

     

     

     

 
  上記のとおり証明する。  
 
 

    年    月    日 
 
 

市町村長                       印 

  

様式第４号 

所 得 証 明 願 
 

平成   年   月   日 
 

市町村長                    様 
 

住 所 
申 請 者 

氏 名                  ㊞ 
 

扶養親族認定申請のため必要なので、下記事項について証明  

願います。  

 

所 得 者 氏 名 所得の種類 収 入 金 額 所 得 金 額 摘     要 

     

     

     

     

     

     

 
  上記のとおり証明する。  
 
 

平成    年    月    日 
 
 

市町村長                       印 
 



 

 

 

新 旧 

様式第５号 

住 民 票 記 載 事 項 証 明 願 
 

   年   月   日 
 

市町村長 様 
 

住 所 
申請者 

氏 名             ㊞ 
 

埼玉県における扶養親族認定申請のため必要なので、住民票に  
記載されている事項のうち、下記事項について証明願います。  

記 

世 帯 主 氏 名 
（           ） 

生 年 月 日 現   住   所 続 柄 

   

 
家 
 
 
 
族 

    

    

    

    

    

 
  上記のとおり証明する。  
 

   年   月   日 
 

市町村長          印 
 

様式第５号 

住 民 票 記 載 事 項 証 明 願 
 

平成   年   月   日 
 

市町村長 様 
 

住 所 
申請者 

氏 名             ㊞ 
 

埼玉県における扶養親族認定申請のため必要なので、住民票に  
記載されている事項のうち、下記事項について証明願います。  

記 

世 帯 主 氏 名 
（           ） 

生 年 月 日 現   住   所 続 柄 

   

 
家 
 
 
 
族 

    

    

    

    

    

 
  上記のとおり証明する。  
 

平成   年   月   日 
 

市町村長          印 
 

 



 

 

 

新 旧 

様式第６号 

証 人 証 明 書 
 
 

私は、               届の証人の 1 人として同届に署  

名押印したので、下記事項について証明します。  

 

記 

 

（    ） 届 提 出 年 月 日     年      月      日 

同 届 提 出 場 所 市町村（役所場） 

夫 氏 名  

妻 氏 名  

養 親 氏 名  父  母 

養 子 氏 名  

 
 

    年    月    日 
 
 

住所 
証人 

氏名                   ㊞  

様式第６号 

証 人 証 明 書 
 
 

私は、               届の証人の 1 人として同届に署  

名押印したので、下記事項について証明します。  

 

記 

 

（    ） 届 提 出 年 月 日 平成    年      月      日 

同 届 提 出 場 所 市町村（役所場） 

夫 氏 名  

妻 氏 名  

養 親 氏 名  父  母 

養 子 氏 名  

 
 

平成    年    月    日 
 
 

住所 
証人 

氏名                   ㊞  
 



 

 

 

新 旧 

様式第７号 

扶養・家族手当等に関する証明書 
 
 

当 事 業 所 に お い て は                      に 対 し 、  

 

続   柄  氏       名  

  

  

  

  

扶 養 ・ 家 族 手 当 等 は 支 給 し て お り ま せ ん 。  

 

    年    月    日 
 
 
 
 
 
                  事 業 所 名 

                        ㊞ 
取扱者氏名                  

同 人 の  に つ い て の  

申 請 者  

 

様式第７号 

扶養・家族手当等に関する証明書 
 
 

当 事 業 所 に お い て は                      に 対 し 、  

 

続   柄  氏       名  

  

  

  

  

扶 養 ・ 家 族 手 当 等 は 支 給 し て お り ま せ ん 。  

 

平成    年    月    日 
 
 
 
 
 
                  事 業 所 名 

                        ㊞ 
取扱者氏名                  

同 人 の  に つ い て の  

申 請 者  

 

 
 



 

 

 

新 旧 

仕送りに関する申立書

年 月 日

所属所名
印氏 名

下記について、事実と相違ないことを申し立てます。
なお、事実に変更が生じた場合は、直ちにその旨を申し立てます。

記

続 柄扶養親族の氏名

１ 扶養親族の所得の有無
□有 収入の種類（ ）

収 入 額（年額 円）
□無

（年額計 円）２ 仕送りの金額

現金書留 ・ 口座振込 ・ 手渡し３ 仕送りの方法

その他 （ ）

具体的に記入すること４ 仕送りの時期

５ 扶養親族と同居
氏 名 収入額（年額）する者の有無 扶養親族との続柄

円
□有 円

円
、 。□無 同居する者に収入がある場合は その額を証明する書類を添付すること

６ 扶養親族と別居している場合にはその理由

７ 他の扶養義務者 （ 有」の場合のみ記入）「
氏 名 仕送り額（年額）扶養親族との続柄

□有 円
円

□無 円
職員が父母を扶養している場合は、兄弟の状況について記入すること。

※ 現金書留控、通帳の写し、振込領収書などの過去１年間における仕送りの事実
を証明する書類を添付すること。

別居の父母をともに扶養している場合は、氏名・収入の有無等をそれぞれ併記
すること。なお、下欄の記名・押印はどちらか一方のみで可とする。

別居の扶養親族が配偶者・子である場合は、上記５・７についての記入及び仕
送りの事実を証明する書類の添付を省略することができる。

上記の事実について相違ないことを確認します。

印扶養親族氏名
（職員の配偶者・子、または現金書留や口

座振込の父母等の場合は記入不要）  

仕送りに関する申立書

平成 年 月 日

所属所名
印氏 名

下記について、事実と相違ないことを申し立てます。
なお、事実に変更が生じた場合は、直ちにその旨を申し立てます。

記

続 柄扶養親族の氏名

１ 扶養親族の所得の有無
□有 収入の種類（ ）

収 入 額（年額 円）
□無

（年額計 円）２ 仕送りの金額

現金書留 ・ 口座振込 ・ 手渡し３ 仕送りの方法

その他 （ ）

具体的に記入すること４ 仕送りの時期

５ 扶養親族と同居
氏 名 収入額（年額）する者の有無 扶養親族との続柄

円
□有 円

円
、 。□無 同居する者に収入がある場合は その額を証明する書類を添付すること

６ 扶養親族と別居している場合にはその理由

７ 他の扶養義務者 （ 有」の場合のみ記入）「
氏 名 仕送り額（年額）扶養親族との続柄

□有 円
円

□無 円
職員が父母を扶養している場合は、兄弟の状況について記入すること。

※ 現金書留控、通帳の写し、振込領収書などの過去１年間における仕送りの事実
を証明する書類を添付すること。

別居の父母をともに扶養している場合は、氏名・収入の有無等をそれぞれ併記
すること。なお、下欄の記名・押印はどちらか一方のみで可とする。

別居の扶養親族が配偶者・子である場合は、上記５・７についての記入及び仕
送りの事実を証明する書類の添付を省略することができる。

上記の事実について相違ないことを確認します。

印扶養親族氏名
（職員の配偶者・子、または現金書留や口

座振込の父母等の場合は記入不要）  
 

様式第８号 様式第８号 



                         教 職 第 １ ２ ３ １ 号 

                         平成３１年３月２９日 

 

 各市町村教育委員会教育長 
 各 市 町 村 立 学 校 長      
 各 県 立 学 校 長       
 関 係 各 課 所 館 長 

 

埼玉県教育委員会教育長 

                                                        （公印省略） 
 

  「学校職員の特殊勤務手当の運用について」の一部改正について（通知） 

 

「学校職員の特殊勤務手当の運用について」（平成１１年３月３０日付け教職

第６７０号）の一部を下記のとおり改正したので、平成３１年４月１日以降は、

これによってください。 

 

記 

 

 第２ 兼務手当関係第５号中「受ける」の次に「県立高等学校の職員又は市町

村立高等学校の定時制課程の」を加え、同号を第６号とし、第４号を第５号とし、

第３号を第４号とし、第２号の次に次の１号を加える。 

 ３ 第４号及び第５号中「授業」とは、各教科科目の授業とする。 

 第６号の次に次の１号を加える。 

７ 兼務手当の支給を受ける市町村立の中学校の職員については、あらかじめ

「教科指導等の充実のための公立小・中学校教員の他校兼務に関する実施要

領」に定めるとおり埼玉県教育委員会から承認を受けておくものとする。 

第３ 実習等指導手当関係第３号⑶中「第８条」の次に「第１項」を加える。 

第５ 教育業務連絡指導手当関係に次の１号を加える。 

６ 義務教育学校の前期課程と後期課程をそれぞれ一の学校とみなして取り

扱うものとする。 

第６ 特殊勤務手当実績簿関係中第１号中「様式第６」を「様式第７」に改め、

第２号及び第３号中「第８条」を「第９条」に改める。 

別紙様式第５及び別紙様式第６を次のように改める。 

別紙様式第６の次に次の１様式を加える。 

様 

                担当 教育総務部教職員課給与制度担当 
                電話 ０４８－８３０－６６６７ 
 



別
紙
様
式
第
５

　
　
　
　
　
年
　
　
　
月

分

日
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

氏
名
・
職
員

番
号

曜
日

日
円

備
考

校
長

教
頭

確
　
　
認
　
　
印

備
考

実
　
習
　
等
　
指
　
導

　
手
　
当
　
に
　
係
　
る
　
実
　
績

　
簿

職
名

計
手
当
額

１
こ
の
実
績

簿
は

、
県

立
盲

学
校

に
勤

務
す

る
職

員
が
、
理
療
に
関
す
る
実
技
の
教
育
指
導
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
さ
れ

る
実
習
等
指
導
手
当

に
つ
い
て
記

入
す

る
。

２
こ
の
実
績

簿
は

、
会

計
年

度
毎

に
別

冊
と
す

る
。

３
従
事

し
た
日

は
、
○

を
記

入
す

る
。

４
こ
の
実
績

簿
は

、
校

長
が
前

月
分

に
つ

い
て
点

検
押
印
の
上
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
別
紙
様
式
第
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教
 
育
 
業
 
務
 
連
 
絡
 
指
 
導
 
手
 
当
 
に
 
係
 
る
 
実
 
績
 
簿
 

 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
分
 

主
任
等
の
 

名
 
 
称
 

日
 

曜
日
 

氏
名
・
職
員
番
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1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
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8
 
9
 
1
0
 1
1
 1
2
 1
3
 1
4
 1
5
 1
6
 1
7
 1
8
 1
9
 2
0
 2
1
 2
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 2
3
 2
4
 2
5
 2
6
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8
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手
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備
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日
 

円
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

備
 
 
考
 

 
 
1 

主
任
等
の
名
称
欄
に
は
、
支
給
対
象
で
あ
る
主
任
等
に
二
以
上
充
て
ら
れ
て
い
る
場
合
は
併
記
す
る
。
 

 
 
2 

こ
の
実
績
薄
は
会
計
年
度
毎
に
別
冊
と
す
る
。
 

 
 
3 

従
事
し
た
日
は
、
○
を
記
入
す
る
。
 

 
 
4 

こ
の
実
績
薄
は
、
校
長
が
前
月
分
に
つ
い
て
点
検
押
印
の
う
え
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
5 

備
考
欄
に
は
、
新
た
に
主
任
等
に
充
て
ら
れ
た
年
月
日
を
記
入
し
、
そ
の
後
は
変
更
の
あ
っ
た
場
合
の
み
記
入
す
る
。
 

確
 
 
認
 
 
印
 

校
 
長
 

教
 
頭
 

 

 
 

 



別
紙

様
式

第
７

年
月

分

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

夜
間

円

定
額

円

備
考

氏
　
　
　
名

職
員

番
号

計
円

計
円

計
円

計
円

計
円

備
考

計
円

計
円

夜
　
間

　
学

　
級

　
担

　
当

　
手

　
当

　
に
　
係

　
る
　
実

　
績

　
簿

職
名

日
数

支
給

額
曜

日

日

計
円

計
円

計
円 円

計

１
こ
の
実

績
簿

は
、
中

学
校

夜
間

学
級

を
担

当
し
た
場

合
に
支

給
さ
れ

る
夜

間
学
級

担
当
手

当
に
つ
い
て
記

入
す

る
。

２
正

規
の
勤

務
時

間
が
夜

間
（
午
後

７
時
か
ら
翌

日
午

前
６
時
半

ま
で
）を

含
む

も
の
で
あ
り
、
か
つ

、
勤

務
に
従
事

し
た
と
き
に
「○

」を
記

入
す
る
。
そ
の
合

計
日

数
を
「日

数
」
に
記

入
し
、

「
日

数
」
欄

の
数

に
学

校
職

員
の
特

殊
勤
務

手
当
に
関

す
る
条

例
第
７
条

の
２
第

２
項
に
よ
る
手

当
額

(7
30

円
)を

乗
じ
て
得

た
額
を
「
支
給

額
」欄

の
「夜

間
」
の
項

に
記
入

す
る
。

３
「
支

給
額

」
欄

の
「
定
額

」の
項

に
は
、
学

校
職

員
の
特

殊
勤
務

手
当
に
関

す
る
規

則
（平

成
1
1年

埼
玉

県
教
育

委
員
会

規
則
第

12
号

)第
７
条
第

１
項
に
規

定
す

る
職

務
の
級

ご
と
の
定

額
を
記

入
し
、
「
夜

間
」
の
項
の
額

と
「定

額
」
の
項
の
額

を
合

わ
せ

た
額
を
「
計
」
の
項
に
記

入
す

る
。

４
各

日
付

欄
に
は

、
管

理
上

必
要
な
事

項
（
「年

休
」
等
）
を
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

校
長

教
頭

確
認

印

 

 

 

 

 

 



 

「学校職員の特殊勤務手当の運用について」の一部改正に関する新旧対照表                       （傍線の部分は、改正部分） 

新 旧 

   学校職員の特殊勤務手当の運用について 

記 

第１ （略） 

 

第２ 兼務手当関係 

１・２ （略） 

３ 第４号及び第５号中「授業」とは、各教科科目の授業とする。 

４・５ （略） 

６ 兼務手当の支給を受ける県立高等学校の職員又は市町村立高等学校

の定時制課程の 職員については、別紙様式第２により、あらかじめ校

長が埼玉県教育委員会に申請して承認を受けておくものとする。 

７ 兼務手当の支給を受ける市町村立義務諸学校の職員については、あ

らかじめ「教科指導等の充実のための公立小・中学校教員の他校兼務

に関する実施要領」に定めるとおり埼玉県教育委員会から承認を受け

ておくものとする。 

 

第３ 実習等指導手当関係 

 １・２ （略） 

 ３ （略） 

⑴・⑵ （略） 

⑶ 「勤務時間数」は、一箇月の正規の勤務時間（学校職員の勤務時

間、休暇等に関する条例（平成七年埼玉県条例第２８号。以下「勤

務時間条例」という。）第８条 第１項 に規定する「正規の勤務時間」

をいう。以下同じ。）の全時間数（当該月のうちに勤務時間条例第

１０条第１項に規定する学校職員の休日（勤務時間条例第１１条第

１項に規定する学校職員の休日の代休（以下「代休」という。）を

指定されて、当該学校職員の休日に割り振られた勤務時間の全部又

は一部を勤務した職員にあっては、当該勤務した時間を除く。）及

び代休（以下「学校職員の休日等」という。）があるときは、当該

学校職員の休日等の正規の勤務時間を除く。）とする。 

 

第４ （略） 

 

   学校職員の特殊勤務手当の運用について 

記 

第１ （略） 

 

第２ 兼務手当関係 

１・２ （略） 

 （新設） 

３・４ （略） 

５ 兼務手当の支給を受ける職員については、別紙様式第２により、あ

らかじめ校長が埼玉県教育委員会に申請して承認を受けておくものと

する。 

 （新設） 

 

 

 

 

第３ 実習等指導手当関係 

 １・２ （略） 

 ３ （略） 

⑴・⑵ （略） 

⑶ 「勤務時間数」は、一箇月の正規の勤務時間（学校職員の勤務時

間、休暇等に関する条例（平成七年埼玉県条例第２８号。以下「勤

務時間条例」という。）第８条に規定する「正規の勤務時間」をい

う。以下同じ。）の全時間数（当該月のうちに勤務時間条例第１０

条第１項に規定する学校職員の休日（勤務時間条例第１１条第１項

に規定する学校職員の休日の代休（以下「代休」という。）を指定

されて、当該学校職員の休日に割り振られた勤務時間の全部又は一

部を勤務した職員にあっては、当該勤務した時間を除く。）及び代

休（以下「学校職員の休日等」という。）があるときは、当該学校

職員の休日等の正規の勤務時間を除く。）とする。 

 

第４ （略） 

 



 

新 旧 

第５ 教育業務連絡指導手当関係 

 １～５ （略） 

６ 義務教育学校の前期課程と後期課程をそれぞれ一の学校とみなして

取り扱うものとする。 

 

第６ 特殊勤務手当実績簿関係 

１ 特殊勤務手当実績簿を別紙様式第３から別紙様式第７までのとおり

定める。 

２ 規則 第９条 第２項の「総務事務システム」は、総務事務センター所

長が所管する情報システムに限るものとする。 

３ 規則 第９条 第２項の規定による記録は、同条第１項の特殊勤務手当

実績簿に記入する所要事項を確認できるものでなければならない。 

 

別紙様式第１～別紙様式第４ （略） 
別紙様式第５

　　　　　年　　　月分

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

氏名・職員番号 曜日

日 円

備考 校長 教頭

確　　認　　印

備考

実　習　等　指　導　手　当　に　係　る　実　績　簿

職名 計 手当額

１ この実績簿は、県立盲学校に勤務する職員が、理療に関する実技の教育指導に従事した場合に支給される実習等指導手当

について記入する。

２ この実績簿は、会計年度毎に別冊とする。

３ 従事した日は、○を記入する。

４ この実績簿は、校長が前月分について点検押印の上保管するものとする。

 

第５ 教育業務連絡指導手当関係 

 １～５ （略） 

 （新設） 

 

 

第６ 特殊勤務手当実績簿関係 

１ 特殊勤務手当実績簿を別紙様式第３から別紙様式第６までのとおり

定める。 

２ 規則 第８条 第２項の「総務事務システム」は、総務事務センター所

長が所管する情報システムに限るものとする。 

３ 規則 第８条 第２項の規定による記録は、同条第１項の特殊勤務手当

実績簿に記入する所要事項を確認できるものでなければならない。 

 

別紙様式第１～別紙様式第４ （略） 
別紙様式第５

平成　　　年　　　月分

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

氏名・職員番号 曜日

日 円

備考 校長 教頭

確　　認　　印

備考

実　習　等　指　導　手　当　に　係　る　実　績　簿

職名 計 手当額

１ この実績簿は、県立盲学校に勤務する職員が、理療に関する実技の教育指導に従事した場合に支給される実習等指導手当

について記入する。

２ この実績簿は、会計年度毎に別冊とする。

３ 従事した日は、○を記入する。

４ この実績簿は、校長が前月分について点検押印の上保管するものとする。

 



 

新 旧 
 

 別紙様式第6 
               教 育 業 務 連 絡 指 導 手 当 に 係 る 実 績 簿 
       年   月分 

主任等の 

名  称 

日 

曜日 

氏名・職員番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

計 手当額 備考                                

                                 日 円  

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

備  考 

  1 主任等の名称欄には、支給対象である主任等に二以上充てられている場合は併記する。 

  2 この実績薄は会計年度毎に別冊とする。 

  3 従事した日は、○を記入する。 

  4 この実績薄は、校長が前月分について点検押印のうえ保管するものとする。 

  5 備考欄には、新たに主任等に充てられた年月日を記入し、その後は変更のあった場合のみ記入する。 

確  認  印 

校 長 教 頭  

   

 

別紙様式第７

年 月分

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

夜間 円

定額 円

備考

氏　　　名

職員番号

計 円

計 円

計 円

計 円

計 円

備考

計 円

計 円

夜　間　学　級　担　当　手　当　に　係　る　実　績　簿

職名 日数 支給額
曜日

日

計 円

計 円

計 円

円計

１ この実績簿は、中学校夜間学級を担当した場合に支給される夜間学級担当手当について記入する。

２ 正規の勤務時間が夜間（午後７時から翌日午前６時半まで）を含むものであり、かつ、勤務に従事したときに「○」を記入する。その合計日数を「日数」に記入し、

「日数」欄の数に学校職員の特殊勤務手当に関する条例第７条の２第２項による手当額(730円)を乗じて得た額を「支給額」欄の「夜間」の項に記入する。
３ 「支給額」欄の「定額」の項には、学校職員の特殊勤務手当に関する規則（平成11年埼玉県教育委員会規則第12号)第７条第１項に規定する職務の級ごとの定

額を記入し、「夜間」の項の額と「定額」の項の額を合わせた額を「計」の項に記入する。

４ 各日付欄には、管理上必要な事項（「年休」等）を記載することができる。

校 長 教 頭

確 認 印

 

 

 

 別紙様式第6 
               教 育 業 務 連 絡 指 導 手 当 に 係 る 実 績 簿 
平成     年   月分 

主任等の 

名  称 

日 

曜日 

氏名・職員番号 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

計 手当額 備考                                

                                 日 円  

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

                                    

備  考 

  1 主任等の名称欄には、支給対象である主任等に二以上充てられている場合は併記する。 

  2 この実績薄は会計年度毎に別冊とする。 

  3 従事した日は、○を記入する。 

  4 この実績薄は、校長が前月分について点検押印のうえ保管するものとする。 

  5 備考欄には、新たに主任等に充てられた年月日を記入し、その後は変更のあった場合のみ記入する。 

確  認  印 

校 長 教 頭  

   

 

 （新設） 



                        教職第１２１８－２号  
                        平成３１年３月２９日  

 
 各市町村教育委員会教育長  
 各 市 町 村 立 学 校 長      
 各 県 立 学 校 長      
 関 係 各 課 所 館 長  

 
 
                       埼玉県教育委員会教育長  
                                                      （公印省略）  
 
   「新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて」の一部改正 

   について（通知） 

 
 「新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて」（平成１６年３月

３１日教職第３１２０号）の一部を下記のとおり改正したので、平成３１年４

月１日以降はこれによってください。  
 

記 

 

別紙１中「平成   年  月  日」を「年   月  日」に改める。  

別紙２中「  

 

 

 

 

 

 

 

 

                      」 

を 

様  
 

 確 認 年 月 日 確認者印  確 認 年 月 日 確認者印  

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

平成  年  月  日 
  

平成  年  月  日 
 

 



    「 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      」 

に改める。  

別紙３中「平成   年  月  日」を「年  月   日」に改め、「平

成   年度」を「   年度」に改める。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                担当 教育総務部教職員課給与制度担当  
                電話 ０４８－８３０－６６６７  
 

 確 認 年 月 日 確認者印  確 認 年 月 日 確認者印  

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

    年  月  日 
  

    年  月  日 
 

 



                        教 職 第 １ ２ ３ ０ 号 
                        平成３１年３月２９日  

 
 各市町村教育委員会教育長 
 各 市 町 村 立 学 校 長     
 各 県 立 学 校 長      
 関 係 各 課 所 館 長 

 
 
                       埼玉県教育委員会教育長  
                                                      （公印省略）  
 
   学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支給 

   の取扱いについての一部改正について（通知） 

 
 「学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支給の取扱い

について」（平成２２年３月３０日付け教高第１６７２号）の一部を下記のと

おり改正したので、平成３１年４月１日以降は、これによってください。  
 

記 

 

 「第八条」の次に「第一項」を加える。  
 

 

 
 
 
 
 
 

                担当 教育総務部教職員課給与制度担当  
                電話 ０４８－８３０－６６６７  
 

様  
 



 

 

                                新旧対照表 

〇新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて（通知） 

                                                         （下線部分は、改正部分） 

新 旧 

一～五（略） 
別紙１（表面）

通勤手当協議書
年 月 日提出

１ 対象職員

勤務学校名 所在地

職 名 氏 名 職員番号

住 所

２ 通勤経路

（記入上の注意）・統一的に判定するため、原則として徒歩の速度については分速８０メートルとし、自転車の速度に

ついては分速１５０メートルとして発着時刻を記入すること。（１分未満の端数は切り上げる。）

・列車の発着時刻については、正規の勤務時間の開始及び終了に合わせた時刻を時刻表等で確認の上

記載すること。（臨時列車等で常例として利用できない列車については記載しないこと。）

また、時刻表等で確認できないバス等の発着時刻については、バス会社等に問い合わせて記載する

こと。なお、その場合には前後数本の発着時刻が判る資料（メモ書きでも可）を添付すること。

① 新幹線等・高速自動車国道等を利用する経路（往路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（住居から学校までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

② 新幹線等・高速自動車国道等を利用しない経路（往路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（住居から学校までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

 

一～五（略） 
別紙１（表面）

通勤手当協議書
平成 年 月 日提出

１ 対象職員

勤務学校名 所在地

職 名 氏 名 職員番号

住 所

２ 通勤経路

（記入上の注意）・統一的に判定するため、原則として徒歩の速度については分速８０メートルとし、自転車の速度に

ついては分速１５０メートルとして発着時刻を記入すること。（１分未満の端数は切り上げる。）

・列車の発着時刻については、正規の勤務時間の開始及び終了に合わせた時刻を時刻表等で確認の上

記載すること。（臨時列車等で常例として利用できない列車については記載しないこと。）

また、時刻表等で確認できないバス等の発着時刻については、バス会社等に問い合わせて記載する

こと。なお、その場合には前後数本の発着時刻が判る資料（メモ書きでも可）を添付すること。

① 新幹線等・高速自動車国道等を利用する経路（往路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（住居から学校までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

② 新幹線等・高速自動車国道等を利用しない経路（往路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（住居から学校までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

 

 



 

 

新 旧 
別紙１（裏面）

③ 新幹線等・高速自動車国道等を利用する経路（復路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（学校から住居までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

④ 新幹線等・高速自動車国道等を利用しない経路（復路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（学校から住居までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【教職員課記入欄】

通 勤 手 当 協 議 回 答 書

年 月 日

様

教育局教育総務部教職員課長

この協議に係る新幹線鉄道等の利用認定の可否について、下記のとおり回答します。

記

〔往路 可 ・ 否 〕 〔復路 可 ・ 否 〕

なお、この回答書に基づき新幹線鉄道等の利用を認定された者については、認定後の通勤届の写し（総務事務システムの

記録を出力した書面を含む。）を１部教職員課長に提出してください。

 

別紙１（裏面）

③ 新幹線等・高速自動車国道等を利用する経路（復路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（学校から住居までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

④ 新幹線等・高速自動車国道等を利用しない経路（復路）

通勤方法の別 区 間 距 離 発 着 時 刻 備考

１ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

２ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

３ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

４ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

５ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

６ から（ 経由） まで ． ㎞ ： ～ ：

総通勤距離 総通勤時間（学校から住居までの乗り継ぎを含む総時間）

． ㎞ 時間 分

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【教職員課記入欄】

通 勤 手 当 協 議 回 答 書

平成 年 月 日

様

教育局教育総務部教職員課長

この協議に係る新幹線鉄道等の利用認定の可否について、下記のとおり回答します。

記

〔往路 可 ・ 否 〕 〔復路 可 ・ 否 〕

なお、この回答書に基づき新幹線鉄道等の利用を認定された者については、認定後の通勤届の写し（総務事務システムの

記録を出力した書面を含む。）を１部教職員課長に提出してください。

 



 

 

新 旧 
別紙２

新幹線鉄道等利用確認書

１ 対 象 者

学校名 氏 名

職員番号

２ 新幹線鉄道等利用区間

・新 幹 線 等 路線名 駅 ～ 駅

・高速自動車国道等 路線名 IC ～ IC

３ 確 認 欄

上記利用区間に係る特別料金等の負担を常例としていることを、平成１６年３月３１日付け教職第３１２０号「新幹線

鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて（通知）」の「５ 事後の確認」に基づき確認した。

確 認 年 月 日 確認者印 確 認 年 月 日 確認者印

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

※ 確認者は、通勤手当の認定事務について委任又は専決指定されている者とする。

 

別紙２

新幹線鉄道等利用確認書

１ 対 象 者

学校名 氏 名

職員番号

２ 新幹線鉄道等利用区間

・新 幹 線 等 路線名 駅 ～ 駅

・高速自動車国道等 路線名 IC ～ IC

３ 確 認 欄

上記利用区間に係る特別料金等の負担を常例としていることを、平成１６年３月３１日付け教職第３１２０号「新幹線

鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて（通知）」の「５ 事後の確認」に基づき確認した。

確 認 年 月 日 確認者印 確 認 年 月 日 確認者印

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

平成 年 月 日 平成 年 月 日

※ 確認者は、通勤手当の認定事務について委任又は専決指定されている者とする。

 



 

 

新 旧 
別 紙 ３

新幹線鉄道等利用申出書

年 月 日

埼 玉 県 教 育 委 員 会 教 育 長 様

学校名

氏 名

１ 新幹線鉄道等利用区間

路 線 名

駅 ～ 駅

２ 申 出 内 容

年度第 四半期において、特別料金等に係る回数券が発売されていない又は利用できない、１に記載した区

間の新幹線鉄道等を常例として利用し、その利用に係る特別料金等を負担したことを、平成１６年３月３１日付け教職第

３１２０号「新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて（通知）」の「５ 事後の確認」の (4)に基づき申し

出ます。

 

別 紙 ３

新幹線鉄道等利用申出書

平成 年 月 日

埼 玉 県 教 育 委 員 会 教 育 長 様

学校名

氏 名

１ 新幹線鉄道等利用区間

路 線 名

駅 ～ 駅

２ 申 出 内 容

平成 年度第 四半期において、特別料金等に係る回数券が発売されていない又は利用できない、１に記載した区

間の新幹線鉄道等を常例として利用し、その利用に係る特別料金等を負担したことを、平成１６年３月３１日付け教職第

３１２０号「新幹線鉄道等の利用に係る通勤手当の取扱いについて（通知）」の「５ 事後の確認」の (4)に基づき申し

出ます。

 

 



 

学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支給の取扱いについての一部改正に関する新旧対照表        （下線部分は、改正部分） 

新 旧 

学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支

給の取扱いについて 

記 

 学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例(平成７年埼玉県条例第２８号。

以下「勤務時間条例」という。)第８条第１項に規定する正規の勤務時間を

超えてした勤務の時間が１月について６０時間を超えた日後に学校職員の

給与に関する条例（昭和３１年埼玉県条例第３３号。以下「給与条例」とい

う。）第１１条の２において準用する職員の給与に関する条例（昭和２７年

埼玉県条例第１９号。以下「職員給与条例」という。）第１８条第２項に規

定する勤務１時間当たりの給与額に異動のあった学校職員に対して、勤務時

間条例第９条の２第１項に規定する時間外勤務代休時間（以下「時間外勤務

代休時間」という。）を指定する場合の時間外勤務手当の額の算定に当たっ

ては、給与条例第１０条の４において準用する職員給与条例第１４条第５項

に規定する時間外勤務代休時間の指定に代えられた時間外勤務手当の支給

に係る時間については、給与条例第１０条の４において準用する職員給与条

例第１４条第４項の規定の適用を受ける時間のうち、当該異動前の時間から

順次時間外勤務代休時間の指定に代えられた時間外勤務手当の支給に係る

時間とされたものとする。この場合において、異動が２以上あったときは、

同項の規定の適用を受ける時間のうち、先の異動前の時間から順次当該時間

外勤務代休時間の支給に係る時間とされたものとする。 

学校職員の時間外勤務代休時間の指定及び時間外勤務手当の支

給の取扱いについて 

記 

 学校職員の勤務時間、休暇等に関する条例(平成７年埼玉県条例第２８号。

以下「勤務時間条例」という。)第８条に規定する正規の勤務時間を超えて

した勤務の時間が１月について６０時間を超えた日後に学校職員の給与に

関する条例（昭和３１年埼玉県条例第３３号。以下「給与条例」という。）

第１１条の２において準用する職員の給与に関する条例（昭和２７年埼玉県

条例第１９号。以下「職員給与条例」という。）第１８条第２項に規定する

勤務１時間当たりの給与額に異動のあった学校職員に対して、勤務時間条例

第９条の２第１項に規定する時間外勤務代休時間（以下「時間外勤務代休時

間」という。）を指定する場合の時間外勤務手当の額の算定に当たっては、

給与条例第１０条の４において準用する職員給与条例第１４条第５項に規

定する時間外勤務代休時間の指定に代えられた時間外勤務手当の支給に係

る時間については、給与条例第１０条の４において準用する職員給与条例第

１４条第４項の規定の適用を受ける時間のうち、当該異動前の時間から順次

時間外勤務代休時間の指定に代えられた時間外勤務手当の支給に係る時間

とされたものとする。この場合において、異動が２以上あったときは、同項

の規定の適用を受ける時間のうち、先の異動前の時間から順次当該時間外勤

務代休時間の支給に係る時間とされたものとする。 

 

 

 



                         教 職 第 １ ２ ３ ３ 号 

                         平成３１年３月２９日 

 

 各 市 町 村 教 育 委 員 会 教 育 長 

 各 市 町 村 立 学 校 長  

 
 

埼玉県教育委員会教育長 

                                                        （公印省略）  
 

兼務手当の取扱いについて（通知） 

 

学校職員の特殊勤務手当の運用について（平成１１年３月３１日付け教職第６

７０号）第二において規定する内容の細部について下記のとおり定めますので、

平成３１年４月１日以降は、これによって取り扱ってください。 

 

記 

 

１ 第二の３の「各教科科目の授業」には、次に掲げる当該授業に付随する業務

を含むものとする  
⑴ 兼務校において従事する担当授業科目に係る試験問題の作成、試験監督及

び成績評価に関すること。  
⑵ 兼務校において従事する担当授業科目に係る教材研究に関すること。  

２ 第二の４の「準備及び後始末」には、養護教諭又は養護助教諭が行う健康診

断表の作成及び管理並びに生徒の健康相談に関することは含まないものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                担当 教育総務部教職員課給与制度担当  
                電話 ０４８－８３０－６６６７  
 

様  



 

 

                                              人 委 第 ６ ９ ４ － ４ 号 

                       平 成３１年３月２９日 

 

 各任命権者 様 

 

 

埼玉県人事委員会委員長 

 

 

「勤勉手当の成績率の運用について」の一部改正について(通知) 

 

「勤勉手当の成績率の運用について」（平成１４年３月２９日付け人委第 

１１９９号）の一部を下記のとおり改正したので、平成３１年４月１日以降は、

これによってください。  

 

記 

 

 第２項（１）イ中「１００分の１５」を「１００分の２０」に改め、同項

（１）ロ中「１００分の１０」を「１００分の１５」に改め、同項（１）ハ

及びニ中「１００分の５」を「１００分の１０」に改め、同項（２）イ中「１

００分の３０」を「１００分の３５」に改め、同項（２）ロ中「１００分の

２０」を「１００分の２５」に改め、同項（２）ハ及びニ中「１００分の１

０」を「１００分の１５」に改める。 

 



 

新旧対照表 

○勤勉手当の成績率の運用について(通知) 

（下線部分は、改正部分） 

新 旧 

基準日以前６箇月以内の期間において、地方公務員法（昭和２５年法律

第２６１号）第２９条の規定による懲戒処分を受けた職員及び訓告その他の

矯正措置を受けた職員の成績率は、次に掲げる職員の区分に応じて、それぞ

れ次に掲げる割合を基本として決定するものとする。 

 

基準日以前６箇月以内の期間において、地方公務員法（昭和２５年法律

第２６１号）第２９条の規定による懲戒処分を受けた職員及び訓告その他の

矯正措置を受けた職員の成績率は、次に掲げる職員の区分に応じて、それぞ

れ次に掲げる割合を基本として決定するものとする。 

 

１（略） １（略） 

２ 再任用職員 

（１）特定幹部職員以外の職員 

イ 停職の処分を受けた職員 勤務成績が良好な職員に適用する割

合から１００分の２０を減じた割合 

ロ 減給の処分を受けた職員（イに該当する職員を除く。） 勤務成

績が良好な職員に適用する割合から１００分の１５を減じた割合 

ハ 戒告の処分を受けた職員（イ及びロに該当する職員を除く。） 

勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００分の１０を減じ

た割合 

ニ 訓告その他の矯正措置を受けた職員（イからハまでに該当する職

員を除く。） 勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００

分の１０未満を減じた割合 

２ 再任用職員 

（１）特定幹部職員以外の職員 

イ 停職の処分を受けた職員 勤務成績が良好な職員に適用する割

合から１００分の１５を減じた割合 

ロ 減給の処分を受けた職員（イに該当する職員を除く。） 勤務成

績が良好な職員に適用する割合から１００分の１０を減じた割合 

ハ 戒告の処分を受けた職員（イ及びロに該当する職員を除く。） 

勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００分の５を減じた

割合 

ニ 訓告その他の矯正措置を受けた職員（イからハまでに該当する職

員を除く。） 勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００

分の５未満を減じた割合 

（２）特定幹部職員 

イ 停職の処分を受けた職員 勤務成績が良好な職員に適用する割

合から１００分の３５を減じた割合 

ロ 減給の処分を受けた職員（イに該当する職員を除く。） 勤務成

績が良好な職員に適用する割合から１００分の２５を減じた割合 

ハ 戒告の処分を受けた職員（イ及びロに該当する職員を除く。） 

勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００分の１５を減じ

（２）特定幹部職員 

イ 停職の処分を受けた職員 勤務成績が良好な職員に適用する割

合から１００分の３０を減じた割合 

ロ 減給の処分を受けた職員（イに該当する職員を除く。） 勤務成

績が良好な職員に適用する割合から１００分の２０を減じた割合 

ハ 戒告の処分を受けた職員（イ及びロに該当する職員を除く。） 

勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００分の１０を減じ



 

新 旧 

た割合  

ニ 訓告その他の矯正措置を受けた職員（イからハまでに該当する職 

 員を除く。） 勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００  

 分の１５未満を減じた割合 

 

た割合  

ニ 訓告その他の矯正措置を受けた職員（イからハまでに該当する職 

 員を除く。） 勤務成績が良好な職員に適用する割合から１００  

 分の１０未満を減じた割合 

 

 



人 第 １ ２ ０ ０ 号 

平成３１年３月２９日 

 

 本庁各課（所）長 

             様 

 各 地 域 機 関 の 長 

 

総 務 部 人 事 課 長 

 

 

職員の旅費に関する条例等の運用方法について（通知） 

 

 

 職員の旅費に関する条例等の運用方法について（平成１０年３月２７日付け人第   

１３６１号）の一部を下記のとおり改正したので、平成３１年４月１日からこれにより取

り扱うこととしてください。 

 

記 

 

条例第２２条関係第２項に次に１号を加える。 

「（３） 国又は他の地方公共団体の職員が、計画的な人事交流により職員として採用さ

れたことで旧居住所の居住要件を欠いたため、居住所を移転した場合」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          担 当：給与担当  

                          内 線：２４３９  



職員の旅費に関する条例等の運用方法について（通知）の一部改正に関する新旧対照表 

 改     正     後 改     正     前 

条例第２２条関係（移転料） 

１（略） 

 

２ 移転料は、次に掲げる場合に限り支給する。 

（１） （略） 

（２） （略） 

（３）国又は他の地方公共団体の職員が、計画的な人事交流により職員として採用

されたことで旧居住所の居住要件を欠いたため、居住所を移転した場合 

 

条例第２２条関係（移転料） 

１（略） 

 

２ 移転料は、次に掲げる場合に限り支給する。 

（１） （略） 

（２） （略） 
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